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はじめに

　久保田米僊は、嘉永５年（1852）京都の料理屋の嫡男として生れた。尊攘倒幕の風吹き荒れる京都に

あり幼少より絵を好んだ彼は、維新の前年、慶応３年（1867）に鈴木百年の門に入り、日本画家として

の道を歩むこととなった。以後、明治年間を通し、京都画壇を代表する画家として活躍し、また京都府

画学校の設立や絵画研究会の発会に関わるなど、京都における絵画教育の基盤整備に寄与した一人でも

ある。

　一方、ジャーナリズムへの関心も高く、『京都日日新聞』、『我楽多珍報』の刊行に関わり、挿絵画家

としても活躍した。単に記事に挿絵を付すに留まらず、自ら海を渡り、明治22年（1889）パリ万国博覧

会、明治26年（1893）シカゴ万国博覧会、明治27年（1894）日清戦争の戦場から、現地取材に基づく詳

久保田米僊の巴里万博見聞日記
――『京都日報』連載「渡航画報」を中心に――

岩　城　紀　子＊

目　次

はじめに

Ⅰ　パリ渡航前史

　１．「画家」となるまで

　２．米僊、パリへ

Ⅱ　『京都日報』連載「画報」の全体像

　１．欧州渡航画報

　２．巴里隨見録

　３．遭難記事・帰航画報

Ⅲ　「東洋」との出会い

　１．米僊が見た「東洋」

　２．パリでの邂逅――例えば、ジャワの踊り――

おわりに

キーワード　久保田米僊　徳富蘇峰　幸野楳嶺　林忠正　京都日報　画報　滑稽画

　　　　　　京都画壇　欧州航路　万国博覧会　パリ　エッフェル塔　ジャワ舞踊

東京都江戸東京博物館紀要　第９号　2019年３月
Bulletin of the Edo-Tokyo Museum, No. 9, pp. 19−77, March, 2019

＊東京都江戸東京博物館学芸員



― 20 ―

東京都江戸東京博物館紀要　第９号（2019）

細なルポを東京に送った。彼の連載記事は、出発から帰国までの旅程で立ち寄った寄港地の風景や風俗

にも多く言及しており、メディアにおいて写真がまだ普及していない明治20年代に、写実性に富んだ挿

絵とともに新聞紙面で紹介された。

　文化人類学者の山口昌男は、米僊をさまざまな「障壁」を軽々と越える「越境人」と評している１）。

徳富蘇峰にこわれ、国民新聞社に入社した後は、東京に活動の拠点を移し、内田魯庵らを通じ江戸的趣

味人の集まりであった根岸党とも交流を持つようになる。山口が指摘するように、京都と東京、絵画と

ジャーナリズム、日本と世界、旧習と新奇など、さまざまな境界線をまたぎ活躍した稀有な画家であっ

たといえよう。

　本稿では、この久保田米僊について、彼が自ら海外に赴き、その眼で見、耳で聴き、肌で感じたこと

について、どのように記録し伝えたのか、考えてみたいと思う。もとより筆者は美術史を専門としてい

ない。それゆえ彼の日本画家としての多くの業績については、論を尽くすには至らず、多くを先達の研

究成果に頼ることになったが２）、これまで詳しく紹介される機会が少なかった明治期のメディアにおけ

る米僊の活動について、特に『京都日報』に連載された「欧州渡航画報」（以下、「渡航画報」）を中心

に検証してみたい。幕末の動乱期に成長し、16歳で維新を迎え、時代が大きく変化するなかで、その変

化をまさに見つめ切り取り、描いた米僊である。彼の残したさまざまな「記録」を追うことにより、そ

もそもが「境界」を超えることで近代化を目指した明治という時代の「空気」を捉えることが可能なの

ではないか。この視点もあわせての論を試みるものである。

Ⅰ　パリ渡航前史

１．「画家」となるまで

　米僊の生涯を語るうえでの基本文献となるのは、明治35年（1902）１月１日に発行された『米僊画談』

（以下、『画談』）の附録として巻末に掲載された「米僊自伝」（以下、「自伝」）である３）。米僊は、この

書が刊行される三年ほど前、明治32年（1899）に眼病のため失明に到っており、すでに画家としては事

実上引退していたため、この「自伝」を含めた『画談』は、すべて米僊の口述筆記でまとめられている。

米僊の生涯を述べるにあたり、この「自伝」を輔弼するという意味で、もう一つ欠かせないのが、米僊

の息子であり、同じく画家であった久保田米斎の残した「父久保田米僊の生涯」（以下、「米僊の生涯」）

という一文である。こちらは、大正３年（1914）11月に発行された『書画骨董雑誌』第77号に掲載さ

れたものである４）。息子の視線から、亡父の略歴、画業を述べている。「自伝」と重なる部分も多いが、

祖父母や身近な人から見聞したか、米僊自身が語っていない逸話も散見され、「自伝」の傍証、反証と

して非常に有効である。主に両書の記述から米僊の来歴を概観したい。

　久保田米僊は、嘉永５年２月25日、京都の錦小路東洞院西入元法然寺町で生まれた。「米僊」は雅号

であり、幼名を米吉、本名は満寛といった。生家は料理屋を営んでおり、主人である父親は、「山城屋

音七」と名乗っていたという。一人息子であった米僊を、父にしてみれば当然に料理屋の後継と考えて

いた。しかし当の米僊は、といえば「幼年よりメチャ に画が好」きであり、「寺子屋へいつても、
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手習はせずに画ばかり描いてゐる、何時でも矢立を腰にさ
（ママ）

いて、方々の白壁やら町々の閈に画を描きち

らす」というような少年であった５）。彼が生まれ、そして幼少期、少年期を過ごした嘉永から明治への

およそ十年ほどの時期は、時の政治体制をめぐり多くの出来事があり、まさに「激動」という形容がふ

さわしい時代であった。また、彼が育った京都という空間も、その大きな舞台の一つであった。米斎に

よると、他家の土蔵や白壁に悪戯書きをした中でも「最も甚だしき、時恰も維新の際であつて京都の地

に於ては彼の新撰組の人々が頻りに天下の志士を殺して、三條河原や四條河原などに晒首になしたり或

は其死屍を切捨にして置いたので、父は之を見て来ては盛んに横丁の白壁に晒首の絵を書き、ために所

有者から抗議を申込まれ壁の塗替をさせられた事が一再に止まらなかつた」そうである６）。新撰組が京

都市中で動き始めるのは文久３年頃からである。10歳になるやならずの少年が、晒首や道端の死体を見

て絵に描く、ということは、やや常軌を逸しているように思うが、幕末の京都の情勢を鑑みれば、絵を

描くことに夢中な少年が、対象物として好奇心を持ったとしても不思議ではない。山口昌男が、この逸

話に関して「後に新聞の専属画家になることを考え併せると興味深い」７）と評しているとおり、後年、

報道的視点で新聞に挿絵を描き、ジャーナリスティックな活動に積極的に関わっていく米僊の志向が垣

間見られる。

　父からは絵を描くことを厳しく禁じられ、家業に勤しむ日々をすごしていた彼に転機が訪れる。幕末

期の京都画壇で円山派の画家として活躍していた鈴木百年の門下に入ることができたのである。この経

緯については、実は米僊本人の説明と、息子・米斎の記述に大きな隔たりがあるが８）、米僊は十代の半

ば頃には鈴木百年の門下に入り、画家になりたいという意志を明確に持ち始めていた。相変わらず、父

の賛同を得ることはできず、さまざまな制約を受けながらの修業時代ではあったようだ。時代が慶応か

ら明治へと劇的に動く中で、米僊は父からの絵画修養の学資の援助も得られず、扇面の絵を描く仕事を

請け負いながら、昼は家業に追われ、夜は画業に勤しむ、という生活を黙々と続けていた。妻を娶れば

さすがに落ち着いて家業に専念するだろう、との思惑をもった父の勧めに従い、結婚し所帯を持つが、

それでも絵を描くことへの情熱捨てがたく、「ついに家を飛び出しました……左様、二十四でしたかね」。

つまり、妻を実家に残したままの別居である。これが明治８年（1875）のことであった。

　米僊の年譜として現在もっとも詳細にまとめられているのは、『久保田米僊遺作展』に掲載されてい

るのもの９）であるが、それによると、このころの米僊は輸出用の陶磁器の下絵などを描いて糧を得て

いた。明治６年（1877）に開催された第二回京都博覧会で企画された席上揮毫には50名の参加画家の一

人として名を連ねており、すでに「画家」として活動していたようで、現存している彼の肉筆画のうち、

創作年代の早いものは、明治８年頃となっている。あわせて、年譜には記載がないが、明治８年12月に

版行された『旧習一新』10）、明治10年３月版行『明治新撰西京繁昌記』11）では、挿絵画家として「久保田

米僊」の名前がある【写真１・２】。

　いわゆる「開化本」と呼ばれる類の書で、庶民を開明に導くことを主旨としたこれらの啓蒙書には、

たいてい滑稽な場面を描いた挿絵が添えられていた。米僊の描いた挿絵も、江戸時代の版本、刷物に見

られる滑稽画を模倣したような絵柄であり、未だ米僊独自の個性というものは表出していないように感

じられる。だが、画家としての活動初期に滑稽画を描いていたことは、この後、絵入新聞やポンチ絵雑



― 22 ―

東京都江戸東京博物館紀要　第９号（2019）

誌の刊行に奔走し、やがて新聞の挿絵画家として活発に活動していく萌芽としてとても興味深い。彼と

しては、生活のためもあったのだろう。陶磁器の下絵やこうした版本の挿絵などの仕事をこなしつつで

はあったが、日本画家としての活動とともに、徐々に「米僊」という名の画家があることを、世に知ら

しめつつある時期であった。明治10年、頑なであった父もついに折れ、その許しを得て実家近くに転居

し、ようやく「画家」として身を立てることとなった。以後の米僊の活動は活発である。幸野楳嶺、望

月玉泉、巨勢小石らとともに、画学校の設立に向け奔走し、また東京で開催された第一回、第二回内国

絵画共進会での受賞、京都美術協会の創立に尽力する、など、幸野楳嶺とともに京都画壇を代表する立

場へと着実に歩を進めていった12）。

　一方、それと平行する時期に、米僊の関心は「新聞」に向けられていた。ここに関わる彼の行動もま

た、画学校の設立同様に活発であった。「有志家に説て京都日々新聞、同社から京都絵入新聞、我楽多

珍報といふものを発行」したが、いずれも長くは続かなかったという13）。そのなかでも特に雑誌『我楽

多珍報』との関わりは深かったようだ。明治初期、いわゆる風刺漫画雑誌の嚆矢として明治10年に東京

で発刊された『団団珍聞』に刺激を受け、同種の雑誌の発刊が相次いだが、『我楽多珍報』もその流れ

にある雑誌である。同誌の発刊の経緯や内容については、福井純子のすでに詳細な研究成果があるので、

ここでは詳らかにはしないが14）、米僊は主要メンバーの一人として名を連ねており、掲載された挿絵（滑

稽画）の多くを手がけていた。また、同誌は、『京都日日新聞』と発行人、印刷所を同じくしており、

経営も一体であったことが伺われる。両誌への米僊の関与の度合いは高く、京都という地域限定ではあっ

たが、明治のメディアにおける活動の足がかりとなったことは確かであろう15）。米僊は後に、折にふれ、

絵は文章の助けとなる、それゆえ新聞・雑誌の挿絵の仕事は、画家の社会的使命として重要な役割であ

る、との考えを示している16）。この時期に、すでにそのような使命感を明確に有していたか、そこは確

実ではないが、自分が生きている「今」を写す発露の場として、米僊にとっては有用であったのだろう。

肉筆画の作品においては、同時期に研究に余念のなかった有識故実や歴史的な事象を画題としたものが

【写真２】
『明治新撰西京繁昌記』　館蔵
（左86221727　右86221726）

【写真１】
『旧習一新　上之巻』　国立国会図書館蔵
（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）
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多く、新聞等に挿絵を描く米僊と対比をなしている。彼の中には、「新」と「古」のそれぞれの探求が、

手法を変えて両極に存在していたのだろう。「新」の探求は、さらに飛躍し、ついには海を渡り、パリ

を目指すことになるのである。

２．米僊、パリへ

　米僊が、パリを目指し出発したのは、明治22年（1889）３月10日であった。まさにこの日、創刊号を

発行した『京都日報』の紙面には、米僊の出航を伝える次のような記事が掲載された。

　�　○本
ほんしゃ

社と米
べいせん

僊画
ぐわはく

伯　　去
きよげつ

月十五日に当地を発
はつてい

程し暫
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たいざいちう

在中なりし久
く

保
ぼ
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た
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べい

僊
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し
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いよいよ
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国
こく
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覧
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を得
とく

意
い

の筆に写
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な

す旨
むね

本
ほんしや
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つう

知
ち

越
こ

したり17）

　この記事中、米僊がパリ万博の記事を現地から挿絵とともに寄稿することが約されたとしているが、

そもそも米僊がなぜパリに渡ることになり、なぜ『京都日報』に「渡航画報」を連載することになった

のか、という詳しい経緯については、実はよくわからない。米僊の「自伝」でもこのあたりについては

なぜだか語られていない。前章で触れたように、『京都日日新聞』という新聞の発刊には尽力しており、

関わりは深かったようであるが、この新聞自体は、明治14年頃に廃刊となったようで、明治22年に誕生

した『京都日報』がその系譜上にあるのかも判然とはしない18）。ただ、京都の新聞メディアの動向に常

に関心を持っていた米僊でもあり、またこの時期には、京都に限らず東京においても「人気画家」とし

て名が知られていたので、こうした企画が浮上したのだろう。『京都日報』では、米僊の最初の寄稿記

事が掲載された３月24日号で、社告として「因記豫て本社日報第一號紙上に於て社友久保田米仙
（ママ）

が佛國

博覧会へ赴かれたる旅行日記並に博覧会の模様等の通信を我が紙上に掲載すべき旨御約束致置しが既に

其一報到着に付本日より歐州渡航畵報と題し君が得意の筆を寫生し賡々掲載すべけれバ是亦併せて愛讀

あらんことを祈る」19）との広告を出しているが、ここから同社が読者獲得の手段として、米僊の「渡航

画報」に大きな期待をかけていたことがよくわかる。

　もともと米僊に「洋行願望」があったという可能性は、明治14年（1881）や17年（1884）に、米僊が

海外に渡航した、あるいは渡航する予定である、といったような内容の新聞記事が見られることからも

推定できる20）。もちろんこの記事にある時期、明治14年とか明治17年頃に実際に米僊が海外に渡った事

実はない。だが、このような記事がしばしば載るということは、そのような噂が巷にあった、また米僊

自身の口からそのような願望が語られていたためと考えてよい。いずれ好機を捉え、欧米へ、という夢

を米僊は実は早くから持っていたのかもしれない。その好機は、パリで開催される万国博覧会の報とと

もに、彼のもとに訪れた、ということなのだろう。

　1889年の開催が決定したパリ万国博覧会への出品参加について、農商務省が正式な募集を開始したの

は明治20年（1887）12月13日付『官報』における告示第九号「仏国巴里府万国大博覧会出品手続」によっ

てであった。米僊はこれに応じる形でパリへの渡航を実現させた。



― 24 ―

東京都江戸東京博物館紀要　第９号（2019）

　「手続」の第一条では、出品を希望するものは、明治21年（1886）４月31日までに出品願書・出品概

目録を添えて農商務省宛に提出することとしており、また渡航志願の者については「出品願出ノ節同時

ニ其旨届出ヘシ此渡航人費用ハ第六条官給ノ外総テ自弁タルヘシ」と定めている。ここで「官給」とし

ている具体の内容は、出品物の海外輸送費と保険料、展示造作に関わる費用、出品目録印刷費であり、

その他の諸経費についてはすべて出品者の負担としている。また、第三条では、出品希望者が自ら渡航

するのが難しい場合のために、政府側で「委託引受人」を選定し、追って委託方法も含め広告する21）、

としており、委託による参加も可能としている。また、必ずしも選定された委託引受人を通さずとも

「各自ノ便宜ニ依リ第一条但書ノ渡航人ヘ委託スルモ妨ゲナシ」とあり、渡航が承諾された者と相対で

交渉し、その者に出品を委託することもまた可能であった。パリ万国博覧会が終了した後にまとめられ

た『仏国巴里万国博覧会報告書』には、この時の出品者の内訳や、博覧会での褒賞受賞者などの情報が

詳細に報告されているが、この中に米僊の名前も記載されており、彼の渡航の事情を推察することがで

きる22）。出品人の総数は462名であり、その内渡航した者は13名、その他大工２名と植木職人１名の計

16名が渡航したと報告されている。この13名のうち、６名は起立工商会社、香蘭社、瓢池園の所属であっ

たが、残りの７名は「自身」と記されており、個人の資格で渡航した出品者であった。この中に「中村

善次郎」という人物の名があるが、それに続き「同人雇」として「久保田米仙
（ママ）

」、「渋谷辨次郎」の２人

の名前が記されている。ここから、米僊の渡仏は、出品人本人としての出願ではなく、出品人である中

村善次郎に随伴する形での渡航であったことがわかる23）。褒賞受賞者についての報告部分を見ると、中

村善次郎は京都府からの出品で、第11類で銀賞を受けている。米僊の名は、「協賛牌」として別に項目

がたてられた中に、「金牌　十一類　久保田米僊（中村善次郎出品）」とあり、先の中村善次郎の受賞の

内容と符合する24）。米僊の名が挙げられている「協賛牌」は、褒賞受賞者の報告中、備考に「協賛牌ハ

或ル会社或ハ一個人ニ於テモ職工ヲ使役シテ製造セシメタル出品物ノ原製作人ニ対シ授与セシモノナレ

バ其採集主ノ官民ヲ別タス特ニ一項ヲ設ク」と説明されおり、これらから、米僊は、京都府の中村善次

郎という人物が出品した何らかの工芸品の原図を作成した者として、同人に雇われたという形で渡仏す

ることになった、と考えてよいであろう。米僊は「自伝」で「先年私は仏蘭西の博覧会に行て水中遊魚

の図を出品して置きました所幸ひにして是に金牌を呉れました」と振り返っているが、このことを指し

ているのだろう。

　中村善次郎という人物の来歴については、詳しくはわからない。米僊とどのような関係であったのか、

具体的に知ることのできる記録などは現時点では目にしていないが、欧米への渡航の夢を胸に秘めてい

たであろう米僊にとっては、中村善次郎に随伴しパリに渡るチャンスはまたとないものであったろう。

渡航費用は「自弁」という規則である。当時、パリまでの船賃、パリでの滞在費、その他もろもろの費

用を考えると、現在とは比較にならないくらい大きなお金が必要であった。いかに米僊が当時売れっ子

の画家であったとはいえ、総てを一人で用意できたとはなかなか考えにくい。中村がいくばくかの資金

提供をした可能性もあり、また、「渡航画報」を掲載した京都日報社からの支援があったとも考えられる。

　兎にも角にも、こうして米僊はパリに向け、いよいよ旅を始めることとなる。米僊を乗せた、フラン

スの郵船会社Messageries Maritimes社（Ｍ．Ｍ　メサジュリ・マリティム社、フランス郵船会社）に
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籍を置く「ヤンセース号」25）（Yangtse、ヤンツェ号）は、明治22年３月10日抜錨、一路マルセイユを目

指し、横浜港を後にする。

Ⅱ　『京都日報』連載「渡航画報」の全体像

　さて、まずは米僊が連載した記事の全体像をみていこう。別表に、掲載号、掲載日、記事のタイトル、

米僊が記した発信地、記事中から読み取れる滞在日、場所、挿絵の有無などの情報を一覧にまとめて文

末に掲載した。また、あわせて挿絵も一覧として掲載したので適宜参照されたい26）。【表１・挿絵一覧】

　最初の記事は、明治22年３月24日の第９号に掲載されている。横浜を出発したのが、３月10日であっ

たので、出発から約２週間後ということになろう。連載の終了は、同年10月24日第189号であるので、ちょ

うど７ヶ月間の連載期間で、記事の総数は、42本となっている。月によって掲載記事の多い、少ないが

あり、コンスタントに掲載されたわけではないが、単純に平均を計算すると５日に１本のペースとなる。

全42本の記事のうち、挿絵が付されたのは32本である。特に前半、パリに到着するまでの旅程では、ほ

ぼ毎回、挿絵とともに掲載されている。

　一連の連載となっているが、タイトルをみるとわかるとおり、次のように４つのセクションに分かれ

ている。

　　１．「欧州渡航画報」　横浜出航からパリに到着するまで

　　２．「巴里隨見録」　　パリ滞在中、万国博覧会に関する報告

　　３．「遭難記事」　　　パリ出発から、途中アデンでの遭難について

　　４．「帰航画報」　　　アデン出発後、コロンボにて（帰国報告）

　ところで、遠くパリを目指し、船で旅をしていた米僊であるが、京都の新聞社にいったいどのように

してこれらの原稿と挿絵を送っていたのであろうか。米僊自身は、具体的な方法について述べてはいな

いが、記事の掲載日と、記事中の出来事のあった日時、さらに記事を発信した場所と日付とのタイムラ

グを検証すると、どの記事も横浜から発信地まで行くのにかかった日数と、ほぼ同じ日数プラス数日を

要して日本に届いた、と考えられる。つまりは、米僊が船で向かったと同じように、船という手段を使っ

て、原稿は日本に向かって戻っていった、ということになろう。例えば３月24日掲載記事でみれば、３

月14日に上海から横浜に向かう船で原稿を送ったとすると、約５日間かけて３月19日頃横浜港に到着、

その後陸路で京都日報社に届けられ、版下作成、印刷、という新聞発行までの手順をふんで、３月24日

に掲載、発行、という仮説が成り立つ。他の記事についても、同様に考えると、掲載日とのタイムラグ

についても合点がいく。明治22年というこの時期、海外との通信については、すでに電信が一部利用さ

れていたが、『朝日新聞社史』によると、例えば明治17年（1884）に勃発した清仏戦争と甲申事変の取

材においては、上海に派遣した記者からの電信料金として1,624円という高額な経費が支出されたとの

記録がある。また、明治22年の憲法発布に際して、東京から大阪に憲法全文を打電した際には、料金も

さることながら、打電用に文章をかな文字に書き換え、受信した際にまた原文に戻す、という膨大な作

業量が発生した、という。米僊の記事のように文字数が多く、なおかつ語彙が複雑で多彩な表現を含む
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長文を電信で送るということは、金額の面からも作業の面からも、一地方新聞社にとっては、現実的な

手法ではなかったと考えるのが妥当であろう27）。さらに「挿絵」となるとこれを電信で送信することは、

当時は不可能なことであった。

　このようにして航海中に日本に向け発信された米僊の記事について、では、次より各セクションごと

に内容を詳述していく。

１．欧州渡航画報

　「欧州渡航画報」という題名が付された記事は、全部で26本になる。米僊のこのときの渡航は、【図１】

に示したとおり、西廻りに、当時英国の植民地であった東洋の諸国に寄港しつつ、スエズ運河を通過し

て、マルセイユに上陸し、陸路パリを目指す、というルートであった。米僊が上陸し一泊以上留まった

ところは、上海と香港、サイゴンの３ヶ所に過ぎない。シンガポール、コロンボ、ポートサイドでは上

陸はできたが、到着したその日のうちに出航する、という慌しさであり、アデン、スエズ、アレキサン

ドリアにいたっては、停泊時間が数時間と短く上陸すらできなかった。必然的に、記事や挿絵の充実度

は、滞在時間に比例することとなるが、その中でも米僊が何に目を留めたか、特に心惹かれたものは何

であったか、に視点をあててみたい28）。

【寄港地で見たもの、感じたこと（１）～「花園」への興味】

　旅の前半、東アジアの国々を順々に巡るなかで、米僊が強い関心を寄せたのが、各地にあった「花園」、

いわゆる植物園であった。滞在時間に余裕があるとき、さらにその地に植物園があれば、必ずといって

もよいほどに訪れている。

　香港では上陸すると早速「花園」を訪れている。「重
を

もに熱
ねつたい

帯地
ち

方
はう

の花
くわ

卉
き

を植
う

へ、棕
し ゆ ろ

櫚の如
ごと

きは其
その

幾
いく

十種
しゆ

なるを知
し

らず」「竹の種
しゆるゐ

類も亦
ま

た夥
くわ

多
た

なるに驚
おどろ

く」（記７）と、珍しい熱帯性の植物の数々に眼を奪

われている。また、香港の花園には、「ヘルカン」＝ペリカンがいた。よほど珍しかったのだろう、こ

の記事の挿絵に、首を縮めて羽根を休める三羽のペリカンを描いている29）。【記７挿絵】

　次の寄港地であったサイゴンは、フランスの植民地として建設され、「東洋のパリ」と呼ばれる美し

さを持った市街であった。３月23日午前10時に到着し、翌日の朝7時には出航という、短い滞在時間の

中、市内を駆け足で見物している。もちろん、花園の訪問は必須である。ここでは、「樹
じゆもく

木の夭
よう

喬
けう

異
ゐ

花
くわ

珍
ちんさう

草枚
まいきよ

擧すべからず」とやはり珍しい植物の多さに目を見張り、さらに「鶏
にはとり

と群
ぐん

をなし水
すゐきん

禽の異
こと

なる

孔
く

雀
じやく

の種
しゆじゆ

々なる、象
ぞう

、虎
とら

、豹
ひよう

、巨
きよ

蛇
だ

、鱷
がくぎよ

魚、猩
せいぜい

々、猿
えんるゐ

類等
とう

」多くの動物も飼育されている様子を伝え

ている。ここで眼にしたさまざまな動植物は、よほど彼を刺激したのだろう、「茲
こゝ

に來
きたり

て、予
よ

の如
ごと

き奇
き

癖
へ き か

家ハ歎
たん

賞
しやう

止
や

まざるを以
もつ

て、筆
ふで

を止
とゞ

むる事
こと

能
あた

はず」と興奮気味に記している。さらに続けて「只
ただ

乗
じやうせん

船

の停
ていはく

泊時
じ

間
かん

の短
みじか

きを恨
うら

む」と述べ、短い滞在に恨み言を吐いている（以上、記10）。サイゴンの花園の

様子は、渡航中の寄稿では十分に伝えきれなかったようで、帰国後に刊行した『画乗』（前註25）参照）

であらためて紹介している。特に、たくさんの鳥類に惹かれたか、その姿をあたかも図鑑のように詳細

に描き、「仝上所養禽鳥之図」との項目を設け、実に30羽の鳥の姿を細密に写生した図を載せている【写

真３】。ただしそれぞれに名は記されておらず、「一も其名を解する能はす識者の鑑定に任す」とわざわ
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①
3月
10
日
発
　
横
浜

②
3月
11
日
着
　
神
戸

　
3月
12
日
発

③
3月
15
日
着
　
上
海

　
3月
16
日
発

④
3月
18
日
着
　
香
港

⑤
3月
23
日
着
　
紫
棍

　
（
サ
イ
ゴ
ン
：
現
在
の
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
）

　
3月
24
日
発

⑥
3月
26
日
着
　
新
嘉
坡

　
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

　
同
日
　
発

⑦
3月
31
日
着
　
錫
蘭

　
（
セ
イ
ロ
ン
：
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
島
）

　
久
保
田
の
乗
る
船
は
、
コ
ロ
ン
ボ
に
停
泊
。

　
同
日
　
発

⑧
4月
6日
着
　
亜
丁
（
ア
デ
ン
）

　
4月
7日
発

⑨
4月
11
日
着
　
蘇
西
（
ス
エ
ズ
）

　
同
日
　
発

⑩
4月
12
日
着
　
ホ
ル
ト
サ
イ
ド

　
（
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
）

　
同
日
　
発

⑪
4月
13
日
着
　
亜
歴
山

　
（
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
）

　
同
日
　
発

⑫
4月
18
日
　
馬
耳
塞

　
（
マ
ル
セ
イ
ユ
）

　
同
日
　
発

⑬
4月
18
日
着
　
里
昂
（
リ
ヨ
ン
）

　
4月
21
日
発

⑭
4月
21
日
着
　
巴
里
（
パ
リ
）

①
③

②

④

⑤ ⑥
⑦

⑧

⑨⑩
⑪

⑬⑭

⑫ ※
日
付
は
す
べ
て
明
治
22
年
［
18
89
］

※
寄
港
地
の
名
称
は
、
久
保
田
の
記
述
に
従
い
、
必
要
に
応
じ
て
現
在
の
名
称
を
付
し
た

【
図
１
】
久
保
田
米
僊
の
パ
リ
ま
で
の
旅
程
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ざ但し書きをしている通り、米僊自身も

まったく知らない、異国の珍しい鳥の姿

を見るままに写したのだということがわ

かる。短い滞在の中で、これだけ精緻に

写生を行うとは、やはり米僊の並外れた

画力の証左であろう。「筆を止むる事能

はず」ほどに高揚してスケッチに励む米

僊の姿が眼に浮かぶようだ。

　次の寄港地シンガポールの滞在時間

は、サイゴン以上に短いものであった。

米僊は午前７時半に陸に上がった後、き

わめて精力的に動き回ったようだ。当然、

ここでもお目当ては「花園」である。こ

の日の様子を伝える米僊の文章からは、

シンガポールの街を駆ける彼の、いかに

もわくわくした心模様を読み取ることが

できる。一緒に掲載された挿絵は「新嘉

坡花園入口」という題名が付いており【記

11挿絵】、棕櫚や椰子と思われる熱帯の

木が鬱蒼と林立している樣が描かれている。園内にあるさまざまな熱帯地方特有の植物に眼を奪われた

米僊であるが、特に「蘭石」30）の種類の豊富さに圧倒されたようで、「我
わがくに

國盆
ぼん

栽
さい

家
か

に見
み

せしめば絶
ぜ つ し

死す

べし」とまで表現している。また、熱帯地方の植物の持つ、赤や緑、黄色といった色彩の鮮やかさや、

それが放つ芳醇な香りにも酔いしれたのであろう。木々の間を行き来するのは花園で働く現地民の姿で

あろうか、褐色の肌に纏われた衣の赤と、池に咲く蓮花の白と、モノクロの挿絵では伝えることので

きない南国の強い太陽の光に映える色彩のコントラストを、ここは文章で表現している。「佛
ぶつ

教
けう

に所
いはゆる

謂

極
ごくらく

楽の國
くに

、亦
また

偶
ぐうぜん

然にあらざるべし」と述べるとおり、極楽図の如き異国の風景が眼前に広がるように述

べられている（記11）。

　この後、水道施設や市内を見物し正午に到った頃、午後４時に船が出港するとの報がはいり、米僊は

港に戻っている。シンガポールでの滞在時間は、僅かに８時間半。米僊としてはもっとゆっくりとあち

らこちらを観て回りたかっただろう。以降、マルセイユに上陸するまで、コロンボ、アデン、スエズと

立ち寄るが、十分な滞在時間がなく、上陸もできずに過ぎた寄港地が多かった。特にコロンボでは、馬

車を借りて市街を一周したが、「花
くわゑん

園あり到
いた

らず遺
ゐ か ん

憾なり」（記14）と無念さを滲ませている。

【寄港地で見たもの、感じたこと（２）～「蟻集」する人々～】

　客船に乗っての海外渡航が、まだまだ一般化していた時代ではなかったが、定期的に船が発着する各

地の港では、乗船客を目当てにした商売がすでに盛んだったようである。米僊は、そうした生業に携わ

【写真３】
『米僊漫遊画乗』第二編　国立国会図書館蔵
（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）
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る人々も、余念なく記録している。

　３月26日、米僊たちの乗った船がシンガポールを出ようとした時、小船に乗った現地の子供たちが、

乗船客からの投銭を求め、船の周りに群がってきた。まさに蟻が集まるごとく、と次のようにその様子

を記している。

　�　土
ど じ ん

人の小
せ う に

兒は、獨
まる

木
き

の船
ふね

に乗
じやう

じ本
ほんせん

船に蟻
ぎ

集
しふ

し、銀
ぎん

銭
せん

を海
かいちう

中に投
とう

没
ぼつ

せん事
こと

を乞
こ

ひ、小
せうくわ

貨を投
とう

ずれば

爭
あらそつ

て水
すゐてい

底に沈
しづ

み之
これ

をさぐる。恰
あたか

も水
か つ ぱ

童の如
ごと

し。（記12）

　シンガポールから西の寄港地では、現地の子供たちが「蟻集」し、乗船客らに金銭を乞うという光景

がしばしば見られ、米僊も記事で度々触れている。記20では「幼
よう

童
どう

異
ゐ く ど う お ん

口同音にアラメ々々々と呼
よ

ぶ。蓋
けだ

しア、ラ、メール、の謂
いひ

ならん歟
か

。ア、ラ、メール、ハ「海
うみ

に」の佛
ふつ

語
ご

なり。船
せんかく

客其
その

求
もと

めに從
したが

つて之
これ

を

投
とう

ずれば、衆
しう

童
どう

均
ひと

しく海
うみ

に入
いる

、皮
ひ ふ

膚の銅
どう

色
しよく

水
みづ

に浸
ひた

して色
いろ

をなし。頭
と う そ

剃り目
め

白
しろ

し。水
すゐちう

中に臉
けん

喁
ぐう

す。恰
あたか

も

章
た こ

魚の如
ごと

し」と、「土人ノ児童銭ヲ乞」と題されたユーモラスな挿絵とともにその状況を伝えている【記

20挿絵】。旅先でのラフなスケッチであったためであろうか、この挿絵の描線はかなり荒く、それゆえ

に滑稽さがよりいっそう増しているようにも感じられるが、船の上から海に浮かぶ子供たちを見下ろし

てみたときに、水面下でゆらゆらと見える彼らの足元などがリアルに描かれており、「水童」もしくは「章

魚」のごとく、思わず笑いが出てしまうほど、愉快な情景であったのだろう。

　乗船客に「蟻集」したのは、小銭を求める子供たちだけではなかった。観光案内や記念写真、土産物売り、

大道芸など、船が到着すると同時に、寄り集まり、強引な客引きが港のあちらこちらで行われていた。

もはや風物詩であった。中でもコロンボは、玉石混交、多種多様な土産物を携えた行商人たちが、船

にまで乗り込んで甲板に店開きをするのが常態であった。そこで売られているものは、「嵌
かんぎよく

王鼈
べつかふ

甲細
ざ い く

工

金
きんぎん

銀指
ゆ び わ

環腕
う で わ

環」といった宝飾品であり、「歐
おうじん

人が此
こ

の地
ち

に會
くわいしや

社を設
まう

け製
せいざう

造し、船
せんかく

客に賣
う

らしむるものな

り」と米僊は伝えている。コロンボは宝石の産地であったが、こうした海外からの渡航者向けの土産物

の多くは、擬い物であったようで、「其
そ

の價
あたひ

は十の一を以
もつ

て買
か

うべし」と米僊も注意を促している（記

16）。次の寄港地、アデンでも同様に、「撮
しやしん

影、擬
ぎ

寶
はう

石
せき

、駝
だ

鳥
ちよう

の羽
う

毛
もう

、卵
たまご

、縫
はう

布
ふ

、雑
ざつくわ

貨等
とう

を賣
う

るもの貨
くわへい

幣

の両
りようがへ

替に來
きた

る者
もの

等
とう

」が甲板上に蟻集し、「喧
けんさう

噪實
じつ

に甚
はなは

だし」かったという（記18）。米僊は、彼らの姿も

いくつか写しとっているが【記18・19挿絵】、その中でも、特に注目したいのが、コロンボで目撃した

ある大道芸人についての記述だ。

　�　内
うち

に尖
せん

帽
ぼう

を冠
くわん

し、嚴
げん

然
ぜん

として來
きた

る土
ど み ん

民あり。人
ひと

の吉
きつきよう

凶を判
はん

ずる賣
ばい

卜
ぼくしや

者なり。手
て

に籃
かご

を提
さ

げ笛
ふえ

を吹
ふ

き、

船
せんかく

客に錢
ぜに

を乞
こ

ふ。籃
かご

を開
あ

け蛇
へび

出
い

づ。笛
ふえおと

音に應
おう

じて首
くび

を伸
のば

し飛
ひ ぶ

舞するが如
ごと

し。此の蛇
へび

目
め

鏡
がね

蛇
へび

と稱
しよう

し、首
くび

に鍔
つば

形
がた

の如
ごと

きものありて、目
め

鏡
がね

の如
ごと

き紋
もん

あり。故
ゆゑ

の名
な

づけ。甚
はなはだ

しく毒
どくじや

蛇なりと、船
せんゐん

員逐
おふ

て去
さ

らしむ

　（記16）

　籠の中から笛の音にのって現れ出でたるは、「目鏡蛇」――インドコブラ、猛毒の蛇である。つまり、
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「蛇遣い」の姿であった。珍奇なものに眼がない米僊は、当然この蛇遣いの姿を描いて、挿絵として日

本に送っている【記16挿絵】。この蛇遣いも含め、米僊が描き『京都日報』に掲載された図像は、写実

的なビジュアルイメージとして読者が知ることのできたインドやアラブといった「東洋」の人々の「実

際の姿」であった。米僊の描いたコロンボでの挿絵の数々は、実はこれまであまり着目されていなかっ

た貴重な記録であり、当時の日本人に新聞という媒体を通じて提示された、ほぼ初めてのインドやアラ

ビアの人々の姿であった、と言い得るのではないだろうか31）。

【船の中の出来事】

　米僊は、自身をフランスへと運んでくれるヤンツェ号について、「長
なが

さは百三十メートル有
あ

り。速
そくりよく

力

ハ一時
じ か ん

間十三ノットにて、乗
じょうかく

客上
じやうげ

下百二十四人」とその規模を紹介している【記１挿絵】。船賃は、横

浜・マルセイユ間で１等客室が2,000フラン、２等1,200フラン、３等700フランと記している32）。ヤンツェ

号では、朝５時に朝食としてコーヒーとパン、午前11時に５、６種、午後４時に７、８種のミールが提

供され、夜８時にコーヒーか紅茶が出る、と米僊は紹介している（記１）。フランス船籍であるので、

当然日本食は供されないが、米僊は、洋食に抵抗を感じなかったようだ。「渡航画報」全編を通しても、

海外での食事についての不満は記されていない。また、この船には、さまざまな国の人々が乗船してい

た。「白
はくせきじんしゆ

哲人種銅
どうしよくじん

色 人 黄
くわうしよくじん

色 人 又
また

黑
こくじん

人ありて、其
そ の い づ く

何國の人
ひと

なるを一
いちいち

々名
めいしやう

稱する能
あた

はずと雖
いへ

ども、是
これ

又
また

一
いち

小
せ う て ん ち

天地を作
つく

るものなるべし」と、船自体が、「小さな世界」を形作っていたと伝えている（記２）。米僊

は、同乗していた他国の人々との交流にも積極的であったようだ。「始
はじ

め船
ふね

に乗
の

りし時
とき

は、膝
ひざ

を接
せつ

する

ものは悉
ことごと

く異
い し ゆ

種の人
ひと

にして、稍
や

や無
む れ ゐ

聊寂
せきばく

寞の感
かん

なきに非
あら

ざりし」と心細さを感じていた米僊も、船が香

港を出航し、サイゴンを目指した頃には、「追
おひおひ

々片
かたこと

言まじりの歐
おう

語
ご

も稍
や

や通
つう

ずるに至
いた

り」船旅を楽しむ

余裕が出てきたようだ（記８）。

　途中の寄港地で、新たに乗り込む人々もいれば、逆に別の航路に乗り換えるため下船する人たちもい

た。シンガポールは、そうした中継地であった。ここから博覧会で踊りを披露するためにパリに向かう

ジャワ島の舞踊団10名が乗り込んだ。逆に神戸から乗船した日本人男性４名が、シドニーに向かうため

ここで下船した。彼らは紀州出身で、シドニーにある英国の宝石商に雇われ、真珠採りを業とする潜水

夫で、ここで乗り換えてシドニーに向かうところであった。彼らは「タイバ」と呼ばれており、４月か

ら９月の採集時期に多いものは５、６千円の収入を得る、という。労役を請け負う現地人は、「ヒンカ

イ」と呼ばれ、金銭ではなく食料を労働の対価として受け取ることが多かったが、金銭で得られた収入

は、「都
すべ

て新
シンガポール

嘉坡香
ホンコン

港邊
へん

の淫
いんばい

賣に散
さん

し尽
つく

すものなる由
よし

」と、現地の下層労働者の実態をも見聞し、読者

に伝えている（記12）。横浜出航以降シンガポールまでは、短いながらも上陸してそれぞれの土地の風

俗を見る機会があり、その間、米僊の関心はやはり「陸」に向けられていたため、船中に関する言及は

あまり多くない。シンガポールより西に向かうにつれ、寄港地は減り、航行の日数が長くなり、必然的

に船上にある時間が増えることとなり、船中での出来事についての記述も比例して増えていく。シンガ

ポールからコロンボまでの「航
こ う ろ

路千五百七海
か い り

里にして日
ひ

を經
ふ

る事
こと

六日」という長い航海では、その間の

慰みとして、船員の多くは猿を飼っている、と米僊は伝えている。深夜、猿の鳴き声に驚き眼を覚ます

こともあった米僊は、吉師老の唐代末の作になる「放猿」という漢詩を引き、「明
めいげつこしうりよじんあり

月孤舟有旅人の句
く

は、



― 31 ―

久保田米僊の巴里万博見聞日記 ――『京都日報』連載「渡航画報」を中心に――（岩城紀子）

猿
えんせいかくしん

聲客心を斷
だん

腸
ちやう

せしむるの意
い

なれ共
ども

、今
いま

異
い ほ う

邦の孤
こ

客
かく

となりて猿
えんせい

聲を聞
き

くも、客
かくおん

恨旅
りよじやう

情の悲
ひ

ハなく、萬
ばん

里
り

の波
は た う

濤も船
ふね

に馴
な

れ其
そ

の寂
せきりやう

寥を覚
おぼ

へざるなり。」とその心境を語っている（記16）。これを読む限り、米僊

本人は、ホームシックとは無縁であったようだ。実際、赤道直下の航路が長く続く、暑くもあり退屈で

もあろう船中の日々であったが、それなりに満喫していたようである。

　この船には、フランスの「郵
いうびん

便官
くわん

トラ子（筆者註：トラネ）氏
し

」という人物も乗り合わせていた。日

本を三度まで訪れたことのある、という彼は、「最
さいしよ

初の日
に ほ ん

本は純
じゆんぜん

然たる日
に ほ ん

本なりしも、近
き ん じ

時に至
いた

り半
はんおう

歐

の日
に ほ ん

本となれり。予
よ

は日
に ほ ん

本の爲
ため

に其
そ

の風
ふうくわ

化の變
へん

失
しつ

せん事
こと

を惜
をし

む」と米僊に語り、船内で紋付袴を着して

いる米僊に、パリでも同様にその姿で過ごすように、と勧めたという（記16）。トラネ氏にこのように

褒められて、少し自慢げでいる米僊の姿が浮かぶ。

　もう一人、船中で交歓した外国人がいる。シンガポールでジャワ島の舞踊団を引率し乗船してきたオ

ランダ人「コレースドフリス氏」は、米僊が画家であることをどこかから聞きつけ、是非日本画を教え

てほしい、と願い出てきた。米僊はこれを受け、一日２時間、彼に絵を教えることにした。米僊による

と、「氏
し

は和
オ ラ ン ダ

蘭陀の工
こうがく

學技
ぎ し

師、年
ね ん し

齒三十五、能
よ

く佛
ふつ

語
ご

に通
つう

」じた人物であり、パリの万国博覧会の派出

官の任にあり、ジャワ島から舞踊団を派遣するためこの船の乗客となったという（記19）。この人物に

ついては、後年、雑誌『歌舞伎』に掲載された「南洋爪哇の芝居」で詳しく記しているが33）、それによ

ると、「ペレイ」というオランダ人がジャワの舞踊団の統括者として乗船してきた、としている。この

「ペレイ」という名で登場するオランダ人が、「コレースドフリス氏」と同一人物であろう。教える側の

米僊が、毎日彼の部屋に通い、２時間みっちり指導した。彼の腕前について「頗る敏なり」と評してお

り、筋がなかなかよかったようだ。一方、絵が得意な「郵便督務の仏蘭西人」が、米僊が絵を教えてい

る場にやってきて、そこから懇意になった、と記しているが、このフランス人とは米僊の和服姿を賞賛

したトラネ氏のことであろう34）。斯様に、国は違えど「絵」という共通の表現方法を通じて、船内の「小

天地」では国際的な交流が行われていたのである。米僊自身がたびたび「渡航画報」のなかでも言及し

ているとおり、彼には外国語を理解する術はほとんどなかったのであるが、しかしこれは生来のもので

あったか、おそらくは何事にもものおじせず、コミュニケーション能力に長けていたようで、閉鎖的な

船内で、多くの外国人と寝食をともにする航海は苦痛をともなうものではなく、むしろ積極的に楽しん

でいたようだ。コロンボ、アデンへと向かうこの航路は、上陸の機会もほとんどなく、退屈なうえ、天

候によっては危険な場合もある、などの理由から「魔の海」というありがたくない別名を持ってもいた。

そのため、船内では退屈しのぎのためにさまざまなレクリエーションが企画された。米僊が伝えるとこ

ろによると、以下のようである。

　�　長
ちやうりよ

旅の船
せんちう

中、恰
あたか

も一家
か

の如
ごと

し。三々五々相
あひ

團
だんらん

欒し、骨
こつはい

牌を弄
ろう

する者
もの

、將
しやうぎ

棋を賭
と

するもの、球
まりなげ

投をな

すもの、燈
とう

を點
てん

じて讀
どく

書
しよ

するもの、唱
しやうか

歌するもの、夜
よ

ハ舞
ぶ

踏
たう

會
くわい

をなすもの等
とう

ありて、風
ふ う は

波なきの日
ひ

は

亦
また

一の樂
らくきやう

境なり。此
この

頃
ごろ

船
せんかく

客相
あいはか

謀り、一技
ぎ

藝
げい

會
くわい

の催
もよふ

しあり。西
ス ペ イ ン

班牙婦
ふ じ ん

人の唱
しやうか

歌、亞
ア

剌
ラ

比
ビ

亞
ヤ

人
じん

の身
み

振
ぶ

り物
もの

眞
ま

似
ね

、佛
ふつこく

國詩
し じ ん

人の演
えんぜつ

説、余
よ

の席
せきじやう

上揮
き ご う

毫、音
おんがく

樂等
とう

なり。四海
かい

兄
けいてい

弟五族
ぞく

一家
か

の語此
この

行
かう

に於
おい

て始
はじ

めて眞
しん

然
ぜん

な

るを知
し

る、亦
また

快
かい

ならすや。（記20）
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　それぞれが得意芸を披露する船上技芸会で、米僊も席上揮毫で参加している。こうした船上生活をい

かにも無邪気に楽しんでいる米僊である。だが、この「魔の海」と呼ばれる海域では、長い航海による

精神的な苦痛から、海中に身を投げる乗客もしばしばあったようだ。ヤンツェ号でも不幸なことに自殺

者が発生した。スエズ運河を無事通過し、船は地中海を進んでいた。その日は風が強く、船の揺れが強

かった。夜になり、発作的にか、イタリア人が船から身を投げた、という。船から短艇を降ろし捜索を

したがついに発見には到らなかった。もう、まもなくマルセイユというところであった（記25）。

【はじめての欧州体験－リヨン　新旧フランスとの出会い】

　４月18日明方、横浜港を出航してから39日を経て、ヤンツェ号はマルセイユ港に碇を下ろした。米僊は、

荷物をまとめた行李を手に船を降り、ヨーロッパ大陸にその第一歩を踏み出した。乗り継ぎの汽車は午

後2時4分の出発であったため、税関の手続きを済ませ、ホテルで昼食をとり、すぐに停車場に向かうと

いう、マルセイユでは慌しい滞在であった。停車場に向かう途中で眼にした市街の様子は、「修
しうけつ

潔を極
きは

め、街
かい

上
じやう

甃
しう

石
せき

をなし、五層
そう

より七八層
そう

に及
およ

ぶ。石
せきをく

屋相
あひせつ

接し玻
は り

璃窓
さうちう

中に百貨
くわ

を陳
ちん

す」と、さすがフラン

ス第三の都会と聞いていた通り「繁
はんくわ

華實
じつ

に人
じんもく

目を眩
げん

せり」と感嘆している。「笛
てきせい

聲一發
ぱつ

黑
こくじん

烟 龍
りゆう

蛇
だ

の如
ごと

く

軛
ぎつおつ

軏里
リ オ ン

昂府
ふ

に向
むか

ふ」汽車に揺られ、一路リヨンを目指した。夜の10時頃、リヨンに到着。「ホテルシラン」

に投宿する（記26）。リヨンには２泊している。まるまる２日間、市街をまわるだけの時間があったようで、

リヨンについての記述は充実している。東アジア、アラビア半島を経由して後、ヨーロッパに最初に足

を踏みいれた地はマルセイユであったが、本格的に欧州、フランスの文化や風土、風俗に触れた最初の

地が、ここリヨンであったと言えよう。

　リヨンについて、ソーヌ川とローヌ川の合流点に市街地が栄え、絹織物の産地として特に有名であ

る、という予備知識は若干あったようだ。街路も家屋もすべて石で造られ、７、8層に及ぶ堅牢な建物

が連なる。ガラス窓には５色の鮮やかなカーテンが掛かり、軒の角に金色の看板が掲げられている、と

市街の情景を伝えている。当時建築中であったノートルダム大聖堂（1872年着工、1896年竣工）や、

リヨンの織物業の歴史についても言及している。ちょうどこの時、リヨンの有志が発起人となり、出

品数数百に及ぶ絵画コンクールが開催されていた。米僊はこの会場を一覧し、「見
み

るべき者
もの

數
あま

多
た

あり。

画
ぐ わ と だ い じ

圖題辭 悉
ことごと

く意
いしやう

匠を盡
つく

せり」と強い関心を寄せている。

　�　蓋
けだ

し近
きん

時
じ

佛
ふつ

國
こく

の油
あぶら

繪
ゑ

に、一種
しゆ

の繪
くわい

風
ふう

を描
ゑが

き出
いだ

せり。東
とうやうふう

洋風の筆
ひつせい

勢を顕
あら

はすもの是
これ

れなり。極
きわ

めて

煤
ばいしよく

色を用
もち

ゆるを以
もつ

て、近
ちか

く之
これ

を見
み

れど其
その

何
なん

の形
けい

状
じやう

を寫
うつ

すものなるを辦
べん

せず。然
しか

れども少
すこ

しく歩
ほ

を退
しりぞ

け

て之
これ

を見
み

るときは、暗
あん

淡
たん

の間
あひだ

に歴
れき

々
れき

として其
その

物
ぶつ

象
しよう

を指
さ

すべく、頗
すこぶ

る韻
ゐん

致
ち

あるを覺
おぼ

ゆ。佛
ふつじん

人曰
いは

く、是
こ

れ

東
とうやう

洋美
びじゆつ

術の餘
よ は

波なりと果
はた

して然
しか

るや否
いな

や。

　作者名や作品名、どのような事柄が描かれていたのか、米僊は詳細を述べていないが、彼の記述から、

当時パリを中心に注目を集めはじめていた「新印象派」にあたる作品だったのではないかと思われる。

米僊がリヨンを訪れていた1889年という年は、ヨーロッパの美術界において新印象派がちょうど大きな

広がりを見せていた時期に重なる。彼がここで眼にした、「近くで見ると何の絵かわからないが、少し
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離れてみると暗淡の間にその物象が歴々と現れる」という絵は、点描等を多用した新印象派の技法を想

起させる。リヨンでふらりと立ち寄った絵画展で、フランス最先端の絵画事情を早くも知るところとなっ

たようだ。また、リヨンに劇場が三ヶ所もある、ということに興味を持ったようで、９月１日から翌５

月１日迄が開場のシーズンであり、毎夜演目を変えて上演するということ、その一番の劇場は、リヨン

市民より毎年300万フランの寄付金により保護されているということ、「木
き

戸
ど

番
ばん

は燕
えん

尾
び

服
ふく

を着
ちやく

し兵
へい

丁
てい

を以
もつ

て護
ご

衛
えい

せしむ」といったようなことを興味深そうに伝えている。織物製造所はぜひとも見学したかった

ようだが、企業秘密なのだろうか、「近
きん

時
じ

漫
みだ

りに許
ゆる

さゞるを以
もつ

て果
はた

さず」と、その願いは叶えられなかっ

た。（以上、記27）

　米僊がリヨンに滞在したのは、明治22年４月18日夜から21日の朝までの３泊４日であったが、ちょう

ど復活祭の時期にあたっていた。４月21日が日曜日にあたり、この日が復活祭当日となるため、米僊が

到着した18日から20日にかけて、復活祭に向けての精進日にあたっていた。彼にとっては珍しい風習だっ

たのだろう。興味を持って当地の人に尋ねたようだ。

　�　十九日、此
この

日
ひ

はバアクノ祭
さいじつ

日（筆者註：Pâques）にして精
しやうじん

進日
び

と稱
しよう

す、僧
そうりよ

侶に在
あつ

てハ三 周
しゆう

日
じつかん

間

肉
にくしよく

食せず俗
ぞ く か

家は一日間
かん

の精
しよう

進
じん

をなすと云
い

ふ。衆
しゆう

人
じん

相
あひ

率
ひい

て寺
じ

院
ゐん

に詣
けい

するを見
み

る。余
よ

試
こゝろ

み問
と

ふて曰
いは

く、果
はた

して何
なん

等
ら

の理
り

由
いう

ありて此
この

精
しやう

進
じん

をなすや。應
こたへ

て曰
いは

く、春
しゆんぶん

分より食
しよくよく

欲の盛
さかん

なる人
じんせい

性の常
つね

なるに依
よ

り、肉
にく

類
るゐ

を絶
ぜつ

して精
せい

神
しん

を清
せい

浄
じやう

にする爲
た

めなりと。蓋
けだ

し其
その

所
いわ

謂
ゆる

精
しやう

進
じん

物
もの

とは、鶏
けい

卵
らん

、牛
ぎう

乳
にふ

、魚
ぎよ

類
るゐ

、水
すゐ

禽
きん

、野
や

菜
さい

等
とう

なり。余
よ

戯
たはむ

れて曰
いは

く
く

、若
も

し是
これ

等
ら

の物
もの

を以
もつ

て精
しやう

進
じん

物
もの

となす時
とき

ハ、我
わが

國
こく

人
じん

ハ終
しゆう

身
しん

精
しよう

進
じん

を爲
な

し居
を

るに依
よ

り精
せい

神
しん

は常
つね

に清
せい

浄
じやう

なるべきかと呵
か

々
ゝ

（記26）

　フランス上陸後、最初の滞在地リヨンにおいて、伝統的な織物工芸と革新的な絵画、古くより伝わる

宗教行事と新たに建ちつつある大聖堂、と、新旧取り混ぜての知見を得た米僊であった。いよいよ旅の

目的地であるパリに向け、４月21日朝８時半、汽車でリヨン駅を出発、途中、ディジョン、フォンテー

ヌ・ブローを経由し、同日夜11時パリに到着。馬車を雇い、「ホテルヒヨレイ」に投宿する。長い航路

を記した「欧州渡航画報」はここで終わり、「巴里隨見録」へと引き継がれていく。

２．巴里隨見録

　あらためての確認となるが、米僊の渡航は、パリで開催される万国博覧会への参加とその視察であっ

た。「欧州渡航画報」を引き継ぎ、「巴里隨見録」という題で掲載された記事は、この連載のメインテー

マとなる部分に該当する。新聞の読者としては、当然、パリの万国博覧会の詳細な報告を期待したであ

ろう。全体で42本となった米僊の寄稿記事のうち、「巴里隨見録」あるいは「隨見録」と題されたものは、

帰国後に執筆されたものと推察される９月４日以降の掲載分３本も含め13本となっている。この本数は、

出航からマルセイユまでの旅路を著わした「欧州渡航画報」26本に対しての半分である。挿絵に関して

いえば、更に少なく、パリ万博に関わる絵としては僅かに４点を数えるのみである。35）

　あれだけ饒舌に、自らの半生を語った「自伝」においても、パリ滞在中の出来事については一切の記
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述がなく、わずか２行、「先年私は仏蘭西の博覧会に行て、水中遊魚の図を出品して置きました所幸ひ

にして是に金牌を呉れました」36）とあるのみである。対して、後述する帰路にアデンで遭難したことに

ついては、紙数をさいてかなり詳しく述べている。米僊の中では、思い出として語れるほどのものが、

パリにはなかったということなのか、と疑問に思うほどだが、これには、事情があった。

　�　予
よ

ハ本
ほん

年
ねん

中
ちう

巴
パ

里
リー

に在
ざい

留
りう

する目
もく

的
てき

なりしも、萬
ばんやむをえず

不得巳の事
じゞやう

情ありて遂
つひ

に六月廿八日を以
もつ

て巴
パ

里
リー

を發
はつ

す

る事
こと

となりぬ。廿七日には同
どうかうしや

行者中
なかむら

村澁
しぶたに

谷の兩
りやうし

子は先
せんはつ

發して馬
マ ル セ イ ユ

耳塞に至
いた

た
（ママ）

り、予
よ

は廿八日午
ご ご

后十時

停
ステーシヨン

車塲に至
い

たり（中略）大
だいとくわい

都會に來
きた

り目
もくてき

的の一部
ぶ ぶ ん

分も達
たつ

せずして匆
そう

々
そう

歸
き

朝
てい

の途
と

に登
のぼ

ほるハ、予
よ

に於
おい

て

聊
いさゝか

か遺
ゐ か ん

憾なき能
あた

ハざるなり（記36）

　米僊がパリに到着したのは、４月21日の深夜である。パリ万国博覧会は５月６日に開会式を迎え、米

僊としては広大な会場の隅々まで取材をし、絵を描き、会期終了まで滞在するという計画であったのだ

ろう。この「萬不得巳の事情」がどのようなことであったのか、推察する材料がないため、不明ではあ

るが、滞在２ヶ月を少し過ぎたところで、無念の帰国となった。パリに関する記事数が少ないのは、こ

の急遽の帰国による部分も大きかったと推察されるが、あわせて後に述べる帰路アデンでの遭難により、

パリで描いたスケッチなどを、水没した荷物とともに失ってしまった可能性も考えられる。

　13本の記事は、パリ滞在中に執筆されたと考えられる「第一報」２本「第二報」３本、「第三報」２本、

「第四報」３本までと、帰国後に書かれたと考えられる３本で構成されている。各報は、概ね２週間ご

とにパリから発信されたようだ37）。「第一報」では、開会式の様子を伝え、「第二報」で会場全体の概要と、

まずは日本の展示の概要を中心に記し、「第三報」「第四報」と、各会場の展示内容や、博覧会に関連し

て開催された様々な催し、パリ滞在中の出来事など、順次報告を重ねている。急な帰国の必要が生じな

ければ、おそらく滞在中、このようなペースでまとめて現地ルポを発信するつもりであったろう。米僊

としては、不本意ながらも短い滞在期間とはなってしまったが、万国博覧会開催直後から、精力的に会

場やその周辺を動き回っていた様子は、これら13本の記事から容易に読み取ることができる。彼の残し

た寄稿記事から、広大な会場に展示された膨大な数にのぼる展示品を目の当たりにした米僊が何を感じ

たのか、以下、追っていく。

【「第一報」　万国博覧会、開催】

　パリで第４回目の開催となった万国博覧会は、1889年５月６日に開会式典が催され、同年10月31日ま

で開催された。「フランス大革命100周年記念」と銘うって開催されたこの博覧会は、これまでパリで開

催された万国博覧会の中で最大規模となり、とりわけ象徴的モニュメントとして建設されたエッフェル

塔が示すように、「鉄」「電気」「ガラス」「機械」の存在が際立つものであった。

　万博開催の約２週間前にすでにパリに到着していた米僊は、５月６日の開催記念式典の様子を早速取

材し、記事にまとめ、日本に向かって送り出した。「欧州渡航画報」の連載中に、速報的な扱いで掲載

されている「巴里隨見録　第一報」と題した記事の冒頭で、到着後2週間を経てのようやくのパリ報で

あることを次のように詫びている。
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　�　坐ス
レ花ニ巴里ノ七層閣の句

く

ハ是
これ

れ久
ひさ

しく人
じん

口
こう

に噲
くわい

灸
しや

する所
とこ

ろ今
いま

余
よ

ハ筆
ふで

を携
たずさ

へて此
この

地
ち

に遊
あそ

ぶ。耳
じ

目
もく

の

触
ふ

るゝ所
とこ

ろ悉
ことごこ

く斬
ざん

新
しん

絶
ぜつ

奇
き

ならざるなし。行
ゆく

々
ゆく

名
めい

区
く

勝
しよう

境
きやう

を探
さぐ

り以
もつ

て之
これ

を報
ほう

道
だう

せんとす。然
しか

れども偶
たまた

ま

博
はく

覧
らん

会
くわい

の開
かい

設
せつ

あるに際
さい

し其
その

以
い

前
ぜん

に於
お

て少
せう

事
じ

務
む

を担
たん

当
とう

せしを以
もつ

て未
いま

た縦
じう

意
い

名
めい

区
く

勝
しよう

境
きやう

を尋
たづ

ぬるの間
かん

隙
げき

を

得
え

ず。故
ゆゑ

に博
はく

覧
らん

会
くわい

の開
かい

場
じやう

を以
もつ

て隨
ずゐ

見
けん

録
ろく

の冠
くわん

首
しゆ

に置
お

くこととはなしぬ。（記21）

　どうも米僊は、現地の博覧会事務局で、開設準備の手伝いをしていたようだ38）。オープン直前のパリ

市中の様子は、「人
ひと

々
びと

恰
あたか

も狂
きやう

するが如
ごと

し」という有様で、狂騒のうちに５月６日午前10時の開場式を迎

えた。開場初日のこの日に限っては、「何
なに

人
びと

を問
と

はず悉
ことごと

く縦
じう

覧
らん

せしめたり」と、すべての人に開放され

たようだ。パリ市中は、「爛
らん

班
はん

たる彩
さい

旗
き

を以
もつ

て包
ほう

封
ふう

せられ、夜
よ

は瓦
ガ

斯
ス

燈
とう

を以
もつ

て家
か

屋
をく

を作
つく

りたるかと疑
うたが

は

る。人
じん

山
ざん

人
じん

海
かい

流
さ す が

石に廣
ひろ

き街
がい

衢
く

も一髪
ぱつ

を容
い

るゝの余
よ

地
ち

を留
と

めず。時
とき

々
どき

打
うち

揚
あ

ぐる烟
はな

火
び

ハ天
てん

上
じやう

に花
はな

を開
ひら

かしめ、

博
はくらん

覧 会
くわい

場
ぢやう

の高
かう

塔
たふ

にハ電
でん

燈
とう

を点
てん

じて之
これ

を遷
せん

轉
てん

せしめ、赫
かくよう

燿たる其
そのひかり

光新
しんげつ

月をして爲
た

めに色
いろ

なからしめたり」

と、その圧倒的な光の量と人の波に、米僊はまさに飲み込まれていた。街路樹には日本の提灯も吊るさ

れていたが、「五彩
さい

の瓦
ガ

斯
ス

燈
とう

に其
その

光
ひかり

を奪
うば

ハれて」遜色をまったく欠いてしまっており、「街
がいとうしふせう

頭終宵 歓
くわん

聲
せい

湧
わ

き、其
その

盛
せいだい

大實
じつ

に拙
せつ

筆
ひつ

の能
よ

く写
うつ

し得
う

る處
ところ

にあらず」と、その光景を写し取ることも不可能だ、と述べて

いる。「斯
かく

の如
ごと

く熱
ねつたう

閙雑
ざつ

踏
たう

を極
きわ

めたるも、敢
あへ

て一人
にん

の喧
けん

嘩
くわ

をするものもなく口
こうろん

論をなすものなかりしは、

警
けい

察
さつ

の行
ゆき

届
とゞき

たるに依
よ

る乎
か

、或
あるひ

ハ此
この

辺
へん

が文
ぶん

明
めい

の價
か

値
ちよく

なる乎
か

」（記21）。

　６日の夜には、現地の日本の博覧会事務所で、開催を記念しての祝宴が午後６時より開かれ、米僊も

招待客として参加した39）。来場者40名程は皆日本人で、副総裁の田中不二麿の演説と、柳谷謙太郎事務

長心得（正しくは、派出中事務官長心得）による祝宴開催の挨拶があった。米僊は「余
よ

も亦
ま

た出
しゆつぴんしや

品者に

代
か

はりて謝
しや

辭
じ

と併
あは

せて自
じ

己
こ

の所
しよ

感
かん

を述
の

べ」と、博覧会への作品出品者を代表してこの場で挨拶をしたよ

うである。午後11時頃、座を辞したとあるが、遠くパリの地で同朋諸氏と万国博覧会という一大イベ

ントの開催を祝う場を共にすることができたことは、米僊にとってもひときわ感慨深かったであろう、

「雲
うんたう

濤万
ば ん り

里の外
ほか

鄕
きやうこく

國の人
ひと

同
おな

じく日
につしやうき

章旗の下
もと

に集
あつ

まりたるハ、實
じつ

に愉
ゆくわい

快の事
こと

なり」と述べている。また、

博覧会の開催準備も滞りなく進んだことにも触れ、「日
に

本
ほん

出
しゆつぴんぶつ

品物の大
おほい

に評
ひやうばんよ

判能く、最
もはややくぢやうずみ

早約定濟になりた

るものも續
ぞくぞく

々あるは、掛
かかりいん

員の滿
 むんぞく（ママ）

足する處
ところ

余
よ

も亦
ま

た共
とも

に喜
よろこ

ぶ所
ところ

、又
また

各
かくこく

國未
いま

だ出
しゆつぴん

品陳
ちんれつ

列に至
いた

らざる所
ところ

もある

中
なか

に、我
わがくに

國のみ手
て ま

回はしの早
はや

く彼
かれ

をして舌
した

を巻
ま

かしめたるは、余
よ

の更
さ

らに喜
よろこ

ぶ所
ところ

なり」と、開催の準備

にあたった現地事務局員らと喜びを共にしている（記23）。

【いざ、博覧会会場へ】

　いよいよ開催となった博覧会の会場に米僊は向かう40）。記28では、まず博覧会会場の全体像について

紹介している【写真４～６参照】。博覧会は、セーヌ川の両岸に設けられ、トロカデロ、シャンドマルス、

アンヴァリッドの三か所を主要な会場としており、総会場面積は約237エーカー（約959,087㎡）41）に及

ぶものであった【図２・会場全体図】。最も中心的な会場となったのは、シャンドマルスであり、その

中央には、この博覧会でのシンボルとなったエッフェル塔が聳え建っていた。米僊は、300メートルと

いうこれまでにない高さを持つこの鉄塔について、「其
そ

の中
ちゆうおう

央の高
かふたふ

塔は鎔
ようてつ

鐵を編
あみ

て建
こんりふ

立し、高
たか

さ三百 尺
しゃく

にして塔
とう

尖
ぜん

雲
くも

に入
い

り望
のぞ

むべからず。太
たい

古
こ

の猶
ユ

太
ダヤ

人
じん

が天
てん

に昇
のぼ

るべき塔
たふ

を築
きづく

と云
いふ

も此
こ れ ら

等のものか」と、バベ
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【写真４】�パリ万国博覧会に押し寄せた人波を
描いた挿絵。

Vue Intérieure Du Dome Central Du Palais Des 
Industries Diverses

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.22
館蔵（90207995）

【写真５】メイン会場であったフランスの工業館の様子。
La Grande Galerie Centrale, Dite Galerie De Trente Metres, 
Au Palais Du Champ De Mars.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.39　
館蔵（90207995）

【写真６】セレモニーの様子。
Les Fètes De L’exposition. – Le Palais De L’industrie 
Transformé En Salle Des Fétes.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.25　
館蔵（90207995）
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ルの塔に例えて伝えている。「三大
だい

圓
えん

堂
だう

より長
ちやう

廊
らう

を起
おこ

し、本
ほんくわん

舘の頂
ちようじやう

上には金
きん

身
しん

の女
じよ

神
じん

を安
あ ん ち

置し、圓
えん

蓋
がい

に

は五彩
さい

を施
ほ

どこしRFの文
も じ

字」が大書されている「本館」は、開催国であるフランスの主として工業品

を展示した「工業館」のことを指す。その本館の後ろには、エッフェル塔と並んで、この博覧会のため

に建設され、鉄とガラスという新しい建材によって設計された「機械館」があった。米僊はこの建築物

について「舘
くわん

中
ちう

に一柱
はしら

も置
お

かず両
りやう

方
はう

の釣
つり

合
あい

を以
もつ

て保
た

もてり。棟
むね

高
たか

くして屋
をく

蓋
がい

は玻
は り

瓈を嵌
は

め、其
そ

の建
けん

築
ちく

の

功
こう

妙
めう

なる驚
おどろ

くべきなり。」と驚嘆とともに伝えている。複数に分かれた会場の間の移動の便のためには

「此
このぢやうちう

塲中の縦
じうわう

横に鐡
てつ

道
だう

を布
し

き、以
もつ

て滊
き

車
しや

を通
つう

行
こう

せし」め、女性や子供向けには、「我
わがくに

國の人
じんりきしゃ

力車の前
まえ

に二

つの輪
わ

を付
つ

け車
しや

夫
ふ

は後
うし

ろより押
お

し行
ゆ

」く「腕
わんしゃ

車」に乗って見学するサービスもあった。一方、この時の

博覧会では、米僊を圧倒した最先端の技術が披露されるとともに、ある特徴的な展示が行われ、人気と

なった。英国との海上覇権競争を続けていた開催国フランスは、自国や参加国が植民地として統治して

いる国や地域の生活や風俗を、「物」を通してだけではなく、「人」そのものも「展示」することで示し

たのである。「會
くわいぢやう

塲に各
かくこく

國の家
かをくじくわん

屋寺觀の類
るゐ

或
あるひ

は未
み か い や は ん

開野蠻の屋
を く う

宇穴
けつきよ

居の模
も や う

様を建
た

て連
つら

ね」と米僊もこの点

に触れている。アンヴァリッドの会場には、フランス領インドシナの安南など、米僊が渡航中に通過し

た場所も「展示物」となっており、途中シンガポールで乗船してきたジャワの舞踊団の面々もこの会場

での展示が渡仏の目的であった。米僊は、彼らとは後にここで再会することになる。

【日本の展示とその評価】

　この博覧会において、数えきれないほどのものが展示されるなか、米僊の最大の関心事は、「予
よ

は此
こ

の大
だいはくらんかい

博覧會の紀
き

（ママ）事
じ

を起
き

草
さう

するに當
あた

り先
ま

づ我
わがくに

國より始
はじ

めんとす」（記28）と述べているとおり、何を

おいてもやはり日本から出品されたものが並ぶ展示会場であった。「日
にほんちんれつじやう

本陳列塲は本
ほんくわん

舘の右
みぎよくたん

翼端に在
あ

り

て、文
もんぶしやう

部省内
ないむしやう

務省の出
しゆつぴん

品を主
しゆ

とし、各
か く ふ け ん

府縣は東
とうきやう

京京
きやうと

都を以
もつ

て主
しゆ

として、其
そ

の陳
ちんれつひん

列品の多
た す う

數を占
し

む」と説

明している日本の展示会場は、シャンドマルス会場の本館にあった（記29）42）。会場の広さは、奥行15メー

トル、長さは100メートルに及んでおり、相当な広さを確保していたが、「出品人ハ四百六十二名ノ多キ

ニ達シ其出品ハ五十七類ニ跨リ千五百「メートル」平方ノ陳列場モ尚ホ狭キヲ覚エタリ」という状況で

あった43）。米僊は、この日本の展示会場の挿絵を残しているが、『報告書』に掲載された会場図面を見ると、

米僊の挿絵は会場内中央に位置したメインホールのような場所を描いたようだ44）【記32挿絵、図３～５、

写真７～９】。このメインホールを境に、右側が「大館」と称され、陶器や銅器、漆器等の工芸品が展

示され、反対の左側は「小館」と名付けられ、農産物や教育・学術に関わる諸官省の出品物が展示され

た45）。

　まず、絵画類について、米僊は「繪
くわいぐわ

画の掛
かけもの

物も二三幅
ふく

は賣
う

れたるが重
おも

に圖
ず

様
やう

の珍
めづ

らしき者
もの

のみ。」と

評している（記29）。『報告書』では、「図画類モ固有ノ筆法ヲ備ヘ配色位置等見ルニ足ル者アリテ多ク

世人ノ喝采ヲ受ケタリ」と、現地での評判は大変良いが、売却価格が高すぎたためか、評判の程には売

れなかった、としており、やはり販売成績としては期待ほどではなかったようだ46）。一方、掛物の出展

作品は、概ね質も高く売れ行きも好調であったようだ。米僊は「西
にしむら

村総
そ う ゑ も ん

右衞門の四季
き

圖
づ

などハ外
ぐわいじん

人に誇
ほこ

るべきの品
しな

にして高
か う か

價ながらも已
すで

に賣
うり

約
やく

となれり」と、大賞を受賞した西村総右衞門の名を挙げて紹介

している（記29）。『報告書』も同様に、意匠も時好に合い評判も良かったが、欧州の日本趣味という一
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時的なブームに乗っているだけで、「決シテ将来盛ニ輸出スヘキ見込ノモノニモアラス」と結論づけて

いる47）。対して米僊は「丈
たけ

ハ長
なが

けれども巾
はば

が足
た

らず窓
ま ど か

掛けにはなり難
がた

たしと歎
たんそく

息せし人
ひと

あり」と、欧米

の居室内の装飾に使えるように仕様を考えるべきで「是
こ れ ら

等ハ能
よ

く注
ち う い

意あり度
たき

事
こと

なり」（記29）と提案し

ており、『報告書』とは少し視点が異なっている。

　陶器・磁器類は、日本が輸出産業として力点を置いていた分野であったが、期待ほどの成果がなかっ

たようで、米僊、『報告書』ともに厳しい評価となっている。「陶
た う き

器は総
すべ

て其
そ

の規
き ぼ

模小
せう

なると繪
え つ き

付も近
き ん じ

時

は歐
おう

風
ふう

に流
なが

れたりと歎
たんそく

息する人
ひと

もあり」との評判を米僊は伝えている（記29）。『報告書』では、前回

1878年開催のパリ万博の出品に比べ、イギリス、フランスはさまざまな改良を加え進歩が見られるのに、

日本のものは、いくつか目にとまる作品はあれども、ほとんど変化がなく、九谷焼にいたっては、かえっ

て後退している、と評している。特に磁器については、釉薬が丁寧に施されていない劣悪なものもあり、

こうしたものが「上等品」に多いのは極めて遺憾であり、英仏の磁器にはこうしたものは存在しない、

と厳しく批判している48）。但し、その中でも萬古焼については「開会一二日後ニハ既ニ売リ尽シタリ」

とかなり好評であったとしており、「萬
ば ん こ や き

古焼の如
ごと

きは大
だいひやうばん

評判にて小
せうすう

數の出
しゆつぴん

品ながらも盡
ことごと

く賣
うり

約
やく

になれり。」

（記29）と報じた米僊と、この点については一致している。

　日本からの出品として、最も評判がよかったのは七宝であったようだ。米僊は、「七
しつ

寶
ぽう

ハ非
ひじやう

常の進
し ん ぽ

歩

にて前
ぜんねんたうこく

年當國の人
ひと

が日
に ほ ん

本にて買
か

ひたる品
しなもの

物を持
も

ち來
き

たり、比
ひ か く

較して舌
した

を捲
ま

きたり」と伝えている（記

29）。『報告書』でも米僊同様に、七宝については絶賛している49）。この部類で東京から出品した波川惣

助は大賞、起立工商会社は金賞を得た。ちなみに、一般での日本からの出品者のうち、大賞を得たのは、

この波川惣助と窓掛で受賞した西村総右衛門のわずか二人であった。

　一方、これまでの博覧会で、日本固有の工芸品として高い評価を得ていた漆器と絹織物については、

陶磁器同様、再び厳しい視線が注がれている。漆器について、『報告書』では、起立工商会社や柴田是

真など一部卓絶しているとの評を耳にしている、としたうえで、その他はほとんどが「普通品」ではあ

るが欧州人の嗜好に沿うものであるため売れ行きは好調、と悪くない結果であったとしているが50）、米

僊は「漆
し つ き

器は我
わがくに

國の特
とくいうぶつ

有物ながら此
これ

又
また

近
き ん じ

時粗
そ せ い

製の多
おほ

き爲
ため

稍
や や せ い か

々聲價を落
おと

すの傾
かたむ

きあり。且
か

つ歐
おう

洲
しう

にては

我
わがくに

國の漆
し つ き

器に摸
も

製
せい

して安
あ ん か

價に鬻
ひさ

ぐ者
もの

ありて此
こ

れが爲
ため

に影
ゑいきやう

響を蒙
かふ

むる事
こと

少
すく

なからず。今
こ ん ご よ

後餘程
ほど

の奮
ふんぱつ

發をな

さヾれば回
くわいふく

復の望
のぞみ

なし」（記29）と手厳しい。絹織物にいたっては、「織
おりものるい

物類は星
リ オ ン

昂（ママ）と云
い

ふ織
おりもの

物の

本
ほ ん け

家あれバ格
かくべつ

別に日
に ほ ん

本織
おりもの

物に目
め

を注
そゝ

ぐ者
もの

なきも模
も や う

様の珍
めづ

らしき爲
た

め價
あたひ

を論
ろん

ずる人
ひと

あれども歐
おうふう

風模
も ざ う

造の品
しな

は鼻
はな

を掩
おほひ

て顧
かへり

みる者
もの

なし」（記29）と、けんもほろろである。対して、『報告書』では、「此類ノ出品ハ

本邦輸出品ノ第一ニ位スヘキ生糸其他ハ絹織物ナリ」と、日本の最重要輸出品と認識しているだけに、

詳細に記述している。富岡製糸場の出品は大賞を得たが、審査員から日本の生糸は品質が一定ではない

点を指摘されたことを挙げ、利益向上を目指すあまり機械化を急ぎ、そのため職工の技能が追い付かず、

結果的に製品の質を落としてしまっている現実があることを憂えている。また、絹織物についても、「昔

日ノ日本織物ニ比スレハ却テ固有ノ雅趣ヲ失ヒ其色取模様等欧洲ノ風ニ模擬スルカ如キ状アリトノ評ア

リ」と、米僊と同様に、「欧風模造の品」との評判であったことを認めている51）。

　開催の祝宴で、日本の出品物の評判が高いことを聞き、喜んでいた米僊は、実際に会場で作品に触れ、
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Ｃ

Ｂ

Ａ

中央門 エジプト展示・エジプト売店へ向かう街路側

ロシア展示

（右）【図５】
原図：『仏国巴里万国大博覧会報告書』所載

「日本列品場外面図」
国立国会図書館蔵

（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）

（左）【図６】
『仏国巴里万国大博覧会報告書』所載
「日本列品場外面中央之門」
国立国会図書館蔵

（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）

【図４】
原図：『仏国巴里万国大博覧会報告書』所載　

「日本列品場内部平面図」
国立国会図書館蔵

（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）

【写真６】
左側にロシアの展示会場のファサードを描いているが、
画面奥に日本展示会場の入口が見える。
Façade De La Section Russe Dans Le Palais Des 
Expositions Diverses

『L’ EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.51
館蔵（90207994）

【写真４】
日本展示場の外観を、街路側
から見て描いたもの。図５の
立面図と対応する。
La Façade Du Japon Donnant 
Sur La Rue Du Caire.

『L’ EXPOSITION DE PARIS 
DE 1889』No.44
館蔵（90207994）

【写真５】
日本の展示会場内の様子。
L’ exposition Japonaise : Les Galeries.

『L’ EXPOSITION DE PARIS DE 
1889』No.63
館蔵（90207994）

Ａ Ｃ

Ｂ 【記 32挿絵】
仏蘭西万国博覧会場日本列品館之図
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その評価をやや厳しくしたようだ。「総
すべ

て日
に ほ ん

本の出
しゆつぴん

品は評
ひやう

判
ばん

宜
よろ

しく、且
か

つ賣
うり

口
くち

もあり我
わがはい

輩などの眼
め

にハ

少
すこ

し高
か う か

價すぎると思
おも

ふものも、已
すで

に定
ていやくずみ

約濟の札
ふだ

を揭
かゞ

ぐるに至
いたり

たるは賀
が

すべき事
こと

ながら」としながら、次

のように、「第二報」の冒頭でも出品者に対し、苦言を呈している。

　�　茲
ここ

に出
しゆつぴんしや

品者に向
むかつ

て望
のぞ

む所
ところ

の者
もの

は、元
ぐわんらい

來日
に ほ ん

本の出
しゆつぴんしや

品者は博
はくらんくわい

覧會を唯
た

だ一度
ど

の出
しゆつ

品
ぴん

陳
ちん

列
れつ

塲
ぢやう

と心
こゝろえ

得、水
ゑい

（ママ）

遠
えん

に日
に ほ ん

本物
ぶつぴん

品を輸
ゆ

出
しゆつ

して海
かいぐわい

外市
しぢやう

塲に競
きやうさう

争せんとするの念
ねん

なく、爲
た

めに價
あたひ

も相
さうおう

應せず、且
か

つ物
ぶつぴん

品の製
せいさく

作

も奇
きくわい

怪に流
なが

れ、意
いしやう

匠の拙
せつ

に陥
おちい

り、諸
しよぐわいこく

外國の列
れつぴん

品と比
ひ か く

較する時
とき

は實
じつ

に背
せ

に汗
あせ

せする事
こと

あり。我
わがこく

國ハ

器
き か い せ い

械製を以
もつ

て他
た こ く

國に其
そ

の技
ぎじゆつ

術を争
あらそ

ふ可
べ

からず。仝
どうひんたすう

品多數を以
もつ

て戰
たゝか

ふ可
べ

からず。只
た

だ手
しゆこう

工美
びじゆつ

術を以
もつ

て彼
かれ

に誇
ほこ

るのみ。（記29）　

　ウィーンや前回のパリで開催された万国博覧会で、日本の工芸品は高い評価を得、日本政府も有力な

輸出産業となるべく奨励した。こうした工芸品に見られる意匠や浮世絵は、「ジャポニスム」としてヨー

ロッパの芸術家に大きなインパクトを与え、この1889年のパリ万博開催の時点でもその影響力は衰えて

はいなかった。ただ、前回パリ開催時に出品された作品と比べ、意匠の精緻さや品質が劣り、また、日

本趣味のブームも一時ほどではなく、全体的に低迷であったことは、博覧会事務局も認めるところであっ

た。『報告書』では、この博覧会への出品作品募集の告知が遅れたことにより、十分な製作期間がなかっ

たため、「世界ノ人目ヲ驚シ我国産ノ名声ヲ輝スニ足ルヘキ美妙ノ精工品ハ甚稀レナリシカ如シ」と、

出品物の質の低さの理由を分析したうえで、「概シテ我日本部ノ列品ハ全体上ヨリ観客衆庶ノ賞賛スル

所トナリ其売捌方モ非常ノ好景気ナリシニモ関ワラズ尚悉皆売尽スコト能ハサリシハ曩キニハ東洋風ノ

珍シカリシモ近頃ハ漸次其目ニ狎レタルト千八百七十八年ノ時ニ比スレハ観客ノ眼識幾分ノ高キヲ尚ヘ

シトニ由シルナラン」と、米僊同様に厳しい視線を向けている。52）

　以上、パリ万国博覧会における日本の出品物に米僊がどのような視線を向けていたか、記事を通して

検証してみたが、全体を通してみると、やはり米僊としては、日本固有、独特の技術、しかも手工芸に

よるものの技術力の高さと、そこから生まれる意匠の美しさを最大の武器と考えていたことが読み取れ

る。ゆえに、今回の博覧会で、往々にして日本からの出品作品に、安易に欧米の嗜好に合わせ、大量生

産をもくろんでの粗悪品も多く見られたことへの不満と、嘆きが吐露されてもいるのだろう。政府の正

式な報告書として書かれた『報告書』では、輸出品として市場で競争できるか否か、にむしろ評価の重

点が置かれており、この点は、美術家である米僊の視点との大きな差違であったといえる。最後に、米

僊は次のような一文で、この記事を締めくくっている。「前
ぜ ん き

記の如
ごと

く近
きんらい

來は日
に ほ ん ふ う

本風の流
りうかう

行にて何
なにしな

品にて

も日
に ほ ん

本の冠
くわんし

詞を附
ふ

すれば賣
うれ

口
ぐち

よくして香
かうすい

水石
せつけん

鹸或
あるひ

は果
くだもの

物の類
るい

に迄
まで

及
およ

びたり。此
こ

の期
き

をはづさず奮
ふんぱつ

發した

きものなり」（記29）。記事の冒頭ではあえて出品者に苦言を呈した米僊であったが、欧州での「日本」

人気は依然続いており、この機を逃さずに奮起せよ、と、なおもエールを送っている53）。

【他国の展示について】

（１）フランスの工芸

　米僊は、続けて各国の展示についても、多くを報告している（記33）。特に、この万博の主催国であっ
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たフランスの展示品については、「佛
フ ラ ン ス

蘭西は自
じ こ く

國の會
くわい

なれば出
しゆつぴん

品の夥
おびたゞ

しき事
こと

會
くわいぢやう

塲の七分
ぶ

を占
し

め、殊
こと

に

美
びじゆつこうげい

術工藝ハ歐
おうしう

洲を雄
い う し

視せし程
ほど

あり」とその充実ぶりを伝えている。フランスの展示場は、部門別に区画

が分かれており、各部門の入口となる門には、「陶磁ノ陳列場ノ門ニハ陶磁ヲ以テシ時計等ノ門ニハ時

計ヲ以テスル」54）というように、部門にちなんだ装飾が門に施されていたという。主催国であるだけに、

さすがに力の入った展示であったようで、米僊は、そのどれに対しても、大きな驚きとともに惜しみな

く賞賛している。

　特に「近
きん

時
じ

一種
しゅ

の製
せいはふ

法ありて五綵
さい

或
あるひ

ハ寶
ほうせき

石の如
ごと

き質
しつ

に製
せい

し、花
くわへい

瓶水
みづのみ

呑 盃
さかづき

其
その

他
ほか

種
しゆじゆ

々の物
ぶつけい

形を嵌
か ん る

鏤」した、

ナンシーで製造された「玻
ガ ラ ス キ

璃器」に目を奪われたようだ（記33）。これらの硝子工芸品は、この時の博

覧会に多くの作品を出品し、ガラス工芸家として国際的な地位を確立したエミール・ガレの作品を指し

ていると考えられる。エミール・ガレの出品物はグランプリを受賞しただけあり、現地・フランス人に

とっても驚嘆に値するものであったようだ。グラフ誌『L’EXPOSITION DE PARIS 1889』にも、ガレ

の作品を写した挿絵が複数紹介されており、注目度の高さをうかがい知ることができる【写真10】。

ナンシーのガラス工芸については、帰国後に執筆されたと思われる記39に掲載された記事中でも、観客

の目を驚かせたものの一つとして「佛
ぶつこく

國工
こ う げ い ぶ

藝部の内
うち

にて著
いちじ

るしき者
もの

にして觀
くわんかく

客の目
め

を驚
おどろ

かす者
もの

二三を舉
あ

ぐればナンシイの玻
は り

璃製
せいざう

造所
じょ

より出
いだ

したる玻
は り い た

璃板は竪
たて

我
わが

三間
げんはん

半巾
はゞ

二間
け ん よ

餘の者
もの

なり差
さ

しわたし一 丈
じやう

餘
よ

の

玻
は り

璃球
きう

にして實
じつ

に人
ひと

をして驚
きやうたん

嘆せしめたり」と紹介している。

　「如
い か

何なる辭
ことば

を以
もつ

て之
これ

を形
けいよう

容せんか」（記33）と言葉で言い表せないほどの美しさであった宝石類や、

米僊がまるで本物のように香りまで感じられる、とした陶器製の造花も話題をさらった出品物のひとつ

【写真10】エミール・ガレによって出品されたガラス作品。
La Verrerie – Pièces Diverses De L’exposition De M. Émile Gallé,De Nancy.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.56　館蔵（90207994）
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であった。織物については、もうリヨンを褒めるしかないのだろう。「織
おりもの

物は里
リ オ ン

昂なる世
せ か い

界無
む ひ

比の出
しゆつぴん

品

にして、縫
ほ う し

繍模
も よ う

様の粲
さうれい

麗なるハ云
いふまで

迄もなき事
こと

」と手放しでの褒めようである。「大
だいしよう

小種
しゆじゆ

々の形
かた

を備
そな

へ

機
き か い

械を以
もつ

て自
し ぜ ん

然に發
はつ

音
おん

するもの、其
その

形
かた

ち脚
きやくだい

大の器
き

なるか指
ゆび

を以
もつ

て押
おさ

ゆる時
とき

ハ数
す

十人
にん

にて奏
そうがく

楽する者
もの

の如
ごと

し（中略）此
こ

の樂
が く き

器の鳴
な

る時
とき

ハ數
す

百人
にん

も蟻
ぎ し う

集して歩
ほ こ う

行する能
あた

ハず」と米僊が紹介している楽器は、19世

紀後半から盛んに製作されるようになった電気アクションを採用したシンフォニックオルガン（ロマン

ティックオルガン）のようなものではないだろうか（記33）。ここは想像の域を出ない。

　ともかくフランスの工芸品の精緻さ、美しさに魅了された米僊であったようだが、一種陶器に関して

は、一言残している。セーヴル等の陶器が陳列してある場を見て、さすがフランスの得意とする物だけ

に「其
そ

の精
せいかう

巧華
くわれい

麗には人
ひと

をして愛
あいちゃく

着せしめたり」と敬意を表しているが、続けて「然
しか

るに陶
た う き

器の形
かたち

及
およ

び

摸
も や う

様の如
ごと

きハ我
わがくに

國の風
ふう

を模
も ぎ

擬する者
もの

の如
ごと

し」と述べ、日本の陶器から受けた影響の大きさをここに見出

し、指摘している。

（２）各国の展示

　米僊は、開催国フランス以外の国々の展示場にも足を運んでおり、記事中に登場するのは、イタリア、

イギリス、アメリカ、オランダの４カ国である（記39）55）。

　このうち、イタリアについては、かなり高く評価している。モザイクや珊瑚細工、家具、レース等、

いずれも「賞
しやう

すべきもの夥
あ ま た

多あり」としているが、特に彫像に関しては「世
せ か い ど く ほ

界獨歩の技
ぎ

」であり、「其
そ

の意
いしやう

匠の面
おもしろ

白き枚
まいきよ

擧に暇
いとま

あらず」と絶賛している。「佛
ぶつこくびじゆつがくかう

國美術學校の優
いうとうせい

等生を若
じやく

干
かん

名
めい

年
ねんねん

々伊
い こ く

國に留
りうがく

學せ

しめ居
を

る由」と聞いた、とも記しており、イタリア美術の優位性を実感したようだ。

　これに対して、イギリスについてはかなり辛口の評を残している。工芸品に関しては、「他
た

を模
も ざ う

造し

て少
すこ

しも恥
は

じざるが如
ごと

し」と断じており、「陶
た う き

器織
をりもの

物の如
ごと

きは、我
わがくに

國の織
をりもの

物を模
も ざ う

造して一点
てん

の英
えいふう

風を混
こん

せず。一見
けん

我
わがくに

國の製
せい

と見
み た が

違ふが如
ごと

し」と完全否定に近い。但し、印刷物や外科用の医療器具などの技術

や器具などの精巧さは一目でわかる、とし、機械館では最も多くを出品したのは英国であった、と、工

業品での優位性を指摘している。

　一方、アメリカの展示についてであるが、「米
べいこく

國の出
しゆつぴん

品は都
すべ

て一國
こく

の氣
き

風
ふう

を代
だいへう

表し一見
けん

して米
べいじん

人進
しんしゅ

取

の氣
き

に富
と

むを知
し

る」と新興国としての勢いのある様を伝えている。工芸品や絹布、織物類には特に観る

べきものはないが、天然資源や銅器、馬具兵器類には「新
し ん き

奇」な物も見受けられ、「歐
をう

洲
しう

と進
し ん ぽ

歩を競
きそは

ハ

んとする」姿勢が強く感じられる、としている。特に、電話機に興味を引かれたようで、「最
もつと

も其
そ

の精
せい

を極
きは

めし」としている。英国が展示の多くを占めた機械館では、アメリカも機関車の大物の展示を行い、

その存在感を示していたようだ。

　最後にオランダの展示に触れている。開国以前から、長崎の出島を通じてではあったが、欧州への窓

口として長く交流を持っていた国であるがゆえだろうか、「荷
を ら ん だ は

蘭陀（ママ）の出
しゆつぴん

品ハ着
ちやく

實
じつ

老
らう

成
せい

の風
ふう

ありて殊
こと

に東
とうようじん

洋人の眼
め

に適
てき

せり。此
こ

の塲
じようちう

中に入
い

れば一種
しゅ

の歐
をう

洲
しう

風を離
はな

れたるの思
おもひ

あり」と、米僊も近しさを感じ

たようである。五粉金色を用ひずに、藍で意匠を巧にした陶器類や、金銀の細工物も微細を極め、七宝

は最も優れており、美術工芸品はいずれも「華
くわれい

麗を極
きは

め雅
が ち

致あり」と非常に高く評価している。特にそ

の中でも「一の白
しろ

皿
ざら

に鵬
はう

を一羽
は

描
えが

きたるもの」が、米僊の目にとまったという。
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（３）絵画・美術の展示

　画家・米僊としては、この万国博覧会で展示された欧州の洋画や彫刻の類を見過ごすことは当然でき

なかったであろう。予定通りの滞在が適っていれば、おそらくはもっとじっくりと鑑賞し、多くのこと

を得ようと試みたであろうことは、想像に難くない。それでも、結果的に短くなってしまった滞在期間

中に、美術展示は概観したようで、その感想をまとめた記事を書いている。これまでの各展示に対する

評とはやはり視点が異なり、ヨーロッパの絵画を目の当たりにしたうえで、日本画家としての自身の画

論に言及している。米僊が主として観覧したのは、シャンドマルス会場にある「美術館」の展示であった。

各国から絵画、石像などが出品されていたが、「其
そのかず

數萬
まん

以
いじょう

上に達
たつ

」した展示数の多さに圧倒されたようだ。

歴史上の出来事を画題とした作品が多く、いくつか印象に残ったものもあったが、とにかく作品数が多

すぎて一回や二回では到底観切れない、と嘆いている。その中でも、米僊自身が記憶に残ったものとし

て、３点の絵画の図様を次のように具体的に紹介している。

　�　数
す せ ん

千の兵
へ い し

士が曠
くわうげんちう

原中に露
ろ ぐ わ

臥する所
ところ

にて、鉄
てつぱう

砲を組
く

み捨
すてかがり

篝を焼
や

き、東
とうはう

方漸
やうや

く明
あけ

なんとする光
くわうけい

景にして、

朦
まうろう

朧の中
なか

数
す ま ん

万の兵
へ い き

旗を掲
かが

げ、金
き ん こ

鼓を打
うつ

て進
しんぐん

軍する様
さま

を描
えが

き、此
こ

の数
す せ ん

千の兵
へ い し

士か夢
ゆめ

を写
うつ

したる所
ところ

は一層
そう

面
おもしろ

白く覚
おぼえ

へたり。又
また

一
いち

婦
ふ じ ん

人の背
はい

面
めん

せしもの前
まへ

に大
おほかゞみ

鏡を置
お

き、鏡
きやうちう

中に其
そ

の顔
かほ

を照
て

らして前
ぜ ん ご

後の体
たい

を見
み

せ

たると、満
まんりん

林霜
しも

に染
し

み紅
こうやう

葉地
ち

に布
し

き、水
すいめんきゃう

面鏡の如
ごと

き上
うへ

を翡
ひ す ゐ

翠の飛
ひ く わ

過する図
ず

等
とう

の如
ごと

き、其
そ

の配
はいしょく

色を得
え

た

る者
もの

と云
い

ふべし。（記34）

　ここで米僊が挙げたそれぞれの絵のうち、「数万の兵士が夢を写したる所」と説明されている絵画

作品は、宮崎克己が指摘するとおりエドアルド・デタイユ（Édouard Detaille）の手による「夢」（Le 

Rêve）と特定できる56）。米僊としては、これらの絵の主題や構図、色彩に、日本画との大きな違いを認

識したのではないだろうか。彼は続けて、この他の展示作品は「愁
しうたん

嘆の様
さま

、殘
ざんにんこくぎゃく

忍酷虐の圖
ず

」であるか、

「裸
ら た い

体婦
ふ じ ん

人の圖
ず

等
とう

」のいずれかであり、東洋では画題としてよく描かれる「山
さんすゐ

水花
く わ き

卉の圖
ず

」は極めて少ない、

と述べている。パリ万国博覧会のグラフ誌であった『L’EXPOSITION DE PARIS 1889』には、美術館

で展示された絵画作品を模写した挿絵を数多く紹介しているが、例えば【写真11】のような画題の作品

を見ての印象でもあろうか。西洋の絵画と自国を含む東洋の絵画との差違をまざまざと見せ付けられ、

美術の持つ力に対する新たな認識を持つに到ったか、米僊は次のように述べている。

　�　我
わ

か東
とうやう

洋の繪
くわいぐわ

畫は、圖
ず や う

様の優
い う び

美秀
しうばつ

抜なるを畫
ゑが

く故
ゆゑ

か、人
ひと

をして娯
ご ら く

樂の念
ねん

を起
お

こさしむるも、歐
おうしう

洲の

繪
くわいぐわ

画は之
これ

に反
はん

し、悲
ひさうかんがいざんにんこくぎやく

愴感慨殘忍酷虐の体
てい

を造
つ

くる者
もの

多
おほ

き如
ごと

く覺
おぼ

ゆるか、一見
けんひと

人をして奮
ふんぱつ

發興
か う き

起の念
ねん

を

起
お

こさしむ。日
に ほ ん ぐ わ

本畫の優
い う び

美なるは高
かうしゃう

尚温
お ん が

雅なれども、或
あるひ

は亦
ま

た人
ひと

をして懶
らんたい

怠の念
ねん

を起
お

こさしむる者
もの

あ

らん。奮
ふんぱつ

發興
こ う き

起ハ其
そ

の様
さま

暴
ぼう

に近
ちか

きが如
ごと

く覺
おぼ

ふ。東
とうざい

西美
びじゅつ

術の方
はうしん

針を取
と

るの異
こと

なるハ其
そ

の習
しふぞく

俗の然
しか

らしむ

所
ところ

なるか。（記34）

　19世紀後半の欧州の美術界では、古典主義からロマン主義を経て、印象派の台頭があり、さらに新印
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象派、象徴主義と、フランス革命に端を発した社会変革に連動し、文学や美術においても次々と新しい

動きがあった時代であった。博覧会の美術展示では、この激動の100年の間に製作された美術作品の展

示も行われていた。一方、美術館内のカフェを会場として、ゴーギャンがエミール・ベルナールらと「印

象主義者と綜合主義者のグループによる絵画展」を開催したのは周知のとおりで、フランスを中心とし

た欧州の芸術運動の流れを、過去から最先端まで一覧する機会に米僊は恵まれたと言ってよい。「彫
てうこく

刻

塑
さくぞう

像ハ解
かいばうがく

剖學をなしたる者
もの

の彫
てうこく

刻なれば、身
しんたい

体骨
こつかく

格の様
さま

眞
しん

にせまれり。而
しか

して人
じんぞう

像の喜
き ど あ い ら く

怒哀樂の趣
おもむ

きを

能
よ

く寫
うつ

し得
え

たるハ、實
じつ

に感
かんしん

心の外
ほか

なし。其
その

他
た

銅
どうはん

版石
せき

版
ばんもくはんるゐ

木板類の繪
くわいぐわ

畫を陳
ちん

列
れつ

せるか、皆
み

な精
せいめう

妙を極
きは

めたり。」

と、彫刻作品や版画類に対しても率直な賛辞を贈っている。東西の相違を優劣からのみ問うことはせず

に、「予
よ

は東
とうざい

西に徴
ちよう

し少
すこ

しく發
はつめい

明する所
ところ

ありし」と、東西美術の相違から、自らの絵画に対する向き合

い方に、新たな発見を得たようだ（記34）。この渡仏からの帰国後、４年という短い期間をあけて、シ

カゴ万国博覧会の視察で渡米するのだが、異文化へのつきない興味は、このパリでの「発明」に寄るも

のであろうか。

【エッフェル塔】

　1889年のパリ万国博覧会において、最も人々の耳目を集めたものと言えば、やはりエッフェル塔を置

いて他にはない。この博覧会のメイン会場であるシャンドマルスの中心に聳え立ち、「鉄」と「電気」

で仕上げられた300メートルを超えるこの塔は、博覧会という一時的なイベントを飾る期間限定のパヴィ

リオンとしての役割を超え、130年後の今もパリの象徴として存在し続けている57）。パリの人々にとっ

ても、エッフェル塔の姿はこれまでのパリ市街の風景を一変させるものであった（それゆえに、賛否両

【写真11】美術展に出品されたM.Renard作「Mort Au Champ D’honneur」を模写した挿絵。
Beaux Arts. – Mort Au Champ D’honneur, tableau de M.Renard

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.48　館蔵（90207994）
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論の大論争ともなった）が、徐々に立ち上がっていく姿を見つつであったため、風景の変化については

ある程度の「免疫」があったかと思う。だが、初めてパリを訪れた人にとっては、この聳え立つ高塔の

姿は、驚異に感じたことであろう。さらに米僊について言えば、彼にとっては欧州の街並み自体が、そ

もそも初めて目にする風景であった。高い塔、と言えば、京都には寺院の仏塔は確かにあったが、比較

にはならない。パリに到着後の第一報で、すでにこの高塔について触れているが、打ち上げ花火ととも

に、頂上に設置された巨大なサーチライトが回転し、街中を赤々と照らす様は、両国や四條での花火の

打ち上げがまるで「児戯」に思えるほどだ、と述べている（記21）。

　では、この塔に、実際に米僊が登ったのか、となると、記事からはどうもそこをはっきりとは読み取

れない。これまで見てきた限り、米僊の好奇心の旺盛さは、尋常ではないとも思えるほどなので、そん

な米僊がエッフェル塔への登覧に挑戦しないわけはない、と思うのだが、パリ滞在中に書かれたと思わ

れる記事には、塔からの眺望についてなど、米僊が実際に見ていれば語らないわけがない、と思われる

内容のものが実はないのである。博覧会の「目玉」であったエッフェル塔には、観覧者が殺到していた

ようで、思うに米僊としては、もう少し落ち着いたところで登ろうと思っているうちに、急遽の帰国で

その機会を失ってしまったのではないだろうか。エッフェル塔については、帰国後に掲載された記事で、

以下のように詳細に伝えているが、記事冒頭を「佛
ふつこくばんこくはくらんくわいぢやうかうたふ

國萬國博覧會塲高塔の解
かい

は屡
しばしば

々報
はうどう

道する所
ところ

なるが」

という文言で始めていることからも伺えるように、内容の全体は、報道されたものや、伝聞で知ったも

のをまとめたように読み取れる。

　�　佛
ふつこくばんこくはくらんくわいぢやうかうたふ

國萬國博覧會塲高塔の解
かい

は屡
しばしば

々報
はうどう

道する所
ところ

なるが、今
い

ま茲
こゝ

に揭
かゞ

ぐる所
ところ

の者
もの

ハ高
かうたふ

塔絶
ぜつてう

頂の側
そくめん

面を寫
うつ

す者
もの

にして、此
こ

の塔
たふ

に昇
のぼ

り段
だんかひ

階を踏
ふん

で第
だい

一層
さう

に至
いた

るは二
に め い ご と

名每に金
きん

一 法
フランク

（我
わが

貳拾五錢
せん

）昇
しようかうき

降機に乘
の

り

て昇
のぼ

る者
もの

は金
きん

二 法
フランク

（我
わが

五拾錢
せん

）を拂
はら

はしむ。二層
さう

三層
さう

の頂
てうじやう

上に迄
まで

達
たつ

する者
もの

も此
こ

れに順
じゆん

して一層
さう

毎
ごと

に

切
き つ ぷ

符を買
か

はしむ。昇
しようかうき

降機の装
さ う ち

置は他
た

に蒸
じ や う き ゝ

滊機を据
す

へ無
む す う

數の車
しゃりん

輪を轉
てん

じて鐡
てつやく

鑰を廻
くわいてん

轉し昇
しようかう

降を每
まい

五分
ふん

時
じ

間
かん

になさしむ。昇
しようかうしつ

降室の構
かうざう

造は滊
き し や

車の上
じやうとうしつ

等室の如
ごと

くなる者
もの

を二層
さう

となし、以
もつ

て外
ぐわいぶ

部を封
ふう

し一方
ぱう

に

出
で い り ぐ ち

入口を設
まう

け外
ぐわいぶ

部より凹
をうけい

形の小
せ う か

架を設
まう

け漸
ぜん

次
じ

之
これ

に坐
ざ

し昇
しやうかう

降の信
しんがう

號をなす。乘
じようかく

客ハ一室
しつ

に四十人
にん

を坐
ざ

せ

しむ。之
これ

に乘
じょう

する時
とき

ハ飄
へうべう

々として羽
うくわとうせん

化登仙をするが如
ごと

く、又
ま

た歩
ほ

して昇
のぼ

る者
もの

ハ其
そ

の上
じやう

下
げ

の道
みち

を異
こと

にし

て一大
だいてつちう

鐡柱に螺
ら せ ん け い

旋形の階
かい

を設
まう

け之に蟻
ぎ ふ

附して上
じやう

下
げ

す。婦
ふ じ ん よ う ち

人幼穉の者
もの

は實
じつ

に危
き け ん

檢の想
おもひ

をなし眩
め ま ひ

暈する者
もの

少
すく

なからずと云
い

ふ。一層
さう

毎
ごと

に珈
コーヒーてん

琲店、酒
さかみせ

舗、割
れうりてんとう

烹店等ありて上
じやうげ

下の客
きやく

を誘
いういん

引し、且
か

つ望
ばうえんきやう

遠鏡を貸
た い よ

與し

絶
ぜつてう

頂より四方
はう

を望
のぞ

みたる圖
づ ぐ わ

畫及
およ

び撮
さつえい

影を賣
う

る者
もの

等
ら

ハ都
すべ

て婦
ふ じ ん

人なり。巴
パ リ

理乙
お と め

女の世
せ か い

界に鳴
な

り渡
わた

りたる

此
こ れ ら

等の婦
ふ じ ん

人が艶
ゑ ん び

美なる時
じ や う

様の新
しんさう

装をなして一層
さう

每
ごと

に愛
あい

らしき顔
かほ

、嬉
う

れしき目
め

を以
もつ

て人
ひと

を送
そうげい

迎する様
さま

は

眞
しん

に美
び じ ん

人天
てんじゃう

上より落
お

ち來
き

たりて天
あ ま つ お と め

津乙女の世
せ か い

界に出
い

でたりしかと疑
うた

がはれたり。數
あ ま た

多の客
きやく

が葡
ぶ た う

萄の

美
び し ゆ

酒に醉
よひ

を買
か

ひて降
くだ

たるを忘
ばうきゃく

却する者
もの

あるも最
もつと

も至
し ご く

極なり。頂
てうじやう

上には觀
くわんしようき

象機を据
す

へ何
なにひと

人にても天
てんたい

態

を伺
うかゞ

ひ得
う

る様
やう

になし、又
ま

た電
で ん き さ う ち

氣装置の廻
くわいてんとう

轉燈あり連
れんやくわいてん

夜回轉する故
ゆゑ

巴
パ ー リ し が い

里市街ハ時
とき

ならぬ電
でんくわう

光を見
み

るに

至
いた

る。其
そ の た

他一層
さう

每
ごと

に數
すう

万の電
でんとう

燈を物
ぶつけい

形に造
つく

りて點
てんくわ

火する爲
た

め夜
よる

は火
くわくわう

光の塔
たふけい

形を見
み

る。頂
てうじやう

上の一室
しつ

は

高
かうたふけんちくいしやうか

塔建築意匠家アーヘイル氏
し

の部
へ や

屋にして、時
ときどき

々茲
こゝ

に朋
はういう

友親
しんぞく

族を集
しふくわい

會せしめ會
くわいしよく

食等
とう

をなして樂
たのしみ

とせ

り。氏
し

は博
はくらんくわいくわいかいちう

覧會開會中は大
たいてい

抵は此
このしつ

室に起
き

臥
ぐわ

せりと云
い

ふ（記41）
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【記41挿絵】仏国万国博覧会高塔頂上之図 【写真12】エッフェル塔の頭頂部の構造図
Le couronnement de la Tour et le campanile.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.9
館蔵（90207995）

【写真13】1889年の万国博覧会のパノラマビュー
Vue Panoramique de L’exposition Universelle De 1889

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』 口絵　館蔵（90207995）

【記31挿絵】仏蘭西万国大博覧会全図
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　実際に登ったかどうかは別としても、公開と同時にエッフェル塔の姿を実見した日本人はかなり限ら

れていたことは間違いなく、エッフェル塔を巡るさまざまな情報が一般の読者に伝わったという点にお

いても、記事は稀なものであった。「アーヘイル氏」すなわちこの塔を設計したエッフェルの居室とし

て添えられた挿絵【記41挿絵】は、おそらく『L’EXPOSITION DE PARIS 1889』などに掲載された【写

真12】のような挿絵を参考に描かれたものと考えられるが、記31に掲載された会場全体図【記31挿絵】

――同様に【写真13】のような挿絵を参考としたのだろう――とともにエッフェル塔の姿がビジュアル

として新聞を通じて紹介された極めて早いものであったといえよう。

【急遽、帰国の途へ】

　５月６日の博覧会開会後、会場の様子や日本の展示について急ぎレポートを送り、ひとまず責務を果

たした米僊は、５月末から６月の中旬にかけて、博覧会の会場周辺に足を運び、第三報、第四報として

続けて記事を送っている。博覧会の開催中は、周辺の広場などでさまざまな催しが開かれたようで、５

月23日から１週間に渡りチュイルリー宮殿前で開かれた「飼
かひいぬ

犬の共
きようしんくわい

進會」（記30）や、６月８日に「ハ

ンサシの大
だいれんぺいぢやう

練兵塲」で開催され、12,000名の各学校の生徒や兵士が参加した大運動会などについても報

じている（記32）。また、６月１日の「花
バタイユ-デ-フルール

合 戦」は、「シャルダンの大
だいこうえん

公園に於て貧
ひんみんいくじ

民育兒等
とう

に義
ぎ ゑ ん

捐の

爲
た

め」に行われた催しで、花で装飾された馬車によるレース競技であった。会場にいる「美人」には、

競技者や観衆から花が投げつけられ、その様は「唐
とう

の玄
げん

宗
さう

皇
こうてい

帝が三千人
にん

の妃
き さ き

嬪を相
あ ひ て

手にして遊
あそ

びしも此
か

くやあらんと思
おも

はしめたり」と、珍しい行事として伝えている（記31）。

　また、パリ滞在中には、エミール・ギメとの知遇も得ている。６月19日に日本人会の会合があり、そ

こでイギリスからパリに来た時事新報の記者、高橋義雄と会い、翌日、「キメイ氏の東
とうやう

洋博
はくぶつ

物舘
くわん

」に同

行した。米僊は、ギメについて「同
どうにん

人ハ先
せんねんわがくに

年我國の宗
しうけう

教取
とりしらべ

調に來
き

たりし人
ひと

」という認識をすでにしてお

り、実際に彼のコレクションを観て、「日
に ほ ん

本宗
しうけうじゃう

教上の物
ぶつぴん

品を蒐
しうしふ

集し頗
すこぶ

る觀
み

るべきものあり」との感想を

述べている（記30）58）。また、別日ドリアン大蔵卿夫人の「マダーム、メナール、ドリアン」の夜会に

も招待され、フランスの国会議員、美術家、新聞記者など６、70名の出席者の前で席上揮毫を披露した。

「小
せうせい

生は日
にほんれいふく

本禮服即
すなは

ち羽
は お り

織袴
はかま

を着
ちやく

して出
しゆつせき

席し大
おほい

に喝
かつさい

采を博
はく

したり」と、船上でトラネ氏からアドバイス

を受けたとおり、羽織袴で望んだようだ。「大
おほくら

蔵 卿
きやう

夫
ふ じ ん

人より紅
こうはく

白の薔
しやう

薇
び

花
くわ

一朶
だ

を纏
てんとう

頭に賜
たま

はりたり」、

誇らしげな彼の様子が目に浮かぶ（記35）。

　さて、これらの記事を見る限り、パリ滞在をまだまだ満喫しているようで、６月20日前後はまだ帰国

を要する出来事が起きているような節は見られないのだが、一転、次の報は「遭難記事」と題され、ア

デンでの遭難事故を伝えるものとなった。急遽、パリを去らねばならなくなった事情がどのようなもの

であったか、米僊も詳細を語っていないのでわからない。米僊自身は、前述のとおり「予
よ

本
ほん

年
ねん

中
ちう

巴
パ

里
リー

に

在
ざい

留
りう

する目
もく

的
てき

」であったが、「大
だいとくわい

都會に來
きた

り目
もくてき

的の一部
ぶ ぶ ん

分も達
たつ

せずして匆
そう

々
そう

歸
き

朝
てい

の途
と

に登
の

ぼるハ、予
よ

に

於
お

て聊
いさゝか

か遺
ゐ か ん

憾なき能
あた

ハざるなり」と、志半ばにしての帰国に口惜しさをにじませている（記36）。６月

28日を最後に、米僊はパリを出立し、帰国の途に着くのである。
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３．遭難記事・帰航画報

　明治22年８月21日の『京都日報』一面に、次のような記事が載った。

　○久保田米僊氏衝突の難に遭ふ

　�　社
しやゆう

友なる久
く ぼ た べ い せ ん が は く

保田米僊畫伯は佛
ふつきやうパリー

京巴里に於
お

ける萬
ばんこくだいはくらんくわいけんぶつ

國大博覧會見物の爲
た

め洋
やうかうちう

行中なりしが此
このごろきてう

頃歸朝の途
と

に上
のぼ

りたるに氏
し

が乗
の り こ

込みたる佛
ふつこく

國エム、エム會
くわいしゃ

社アナデート號
がう

は七月十日亞
ア デ ン か う

丁港に着
ちやく

し翌
よくそうてう

早朝錨
いかり

を上
あ

げて港
かうない

内に進
しんかう

行を始
はじ

めたるに是
この

時
とき

同
どうかう

港に碇
ていはく

泊せし同
どうくわいしやきせん

會社滊船オキシユス號
がう

（同
どうせん

船ハ日
に ほ ん

本より馬
マ ル セ ー ユ

耳塞に

進
しんこう

航するものなり）も同
おな

じく進
しんかう

行を始
はじ

めたるに互
たがひ

に氣
き づ

付かざりしと見
み

へ各
おのおの

々他
た

を顧
かへり

みず進
しんかう

行し居
ゐ

たる

に軈
やが

て轟
かうぜん

然たる響
ひゞき

と共
とも

にオ號
がう

はア號
がう

の横
おうふく

腹に衝
しようとつ

突し小
ちいさ

き穴
あな

を明
あ

けたり之
これ

が爲
た

めア號
がう

ハ看
み

る 沈
ちんぼつ

没し

たり此
この

騒
さは

ぎに久
く ぼ た し

保田氏の一行
かう

は荷
に も つ

物を取
とりいだ

出す暇
いとま

もなく辛
から

くしてオ號
がう

に救
すく

はれたるが幸
さいはひ

に人
じんめい

命は損
そんがい

害も

なかりしが今
いますこ

少し滊
きりよく

力の強
つよ

かりしならば滊
きくわん

鑵を突
つきやぶ

破り互
たがひ

に容
よ う い

易ならざる出
で き ご と

來事に遭
そうぐう

遇すべかりしも

此
このこと

事なかりしハ大
たいかう

幸なりしと當
たう

時
じ

オ號
がう

に乗
の り こ

込みたる小
お ぐ り

栗貞
さだ

雄
を

氏
し

より報
は う ち

知新
しんぶん

聞に報
はうだう

道したる通
つうしんちう

信中に見
み

へたり59）

　「米僊遭難」の一報は、この記事中にもあるとおり、先に８月17日付の『郵便報知新聞』第4972号が

報じていた。この記事は、同紙の意を受けフランスに向かっていた小栗貞雄から届いた書簡によって伝

えられた。６月９日に横浜を出発した小栗は、途中「オキシユス」号に乗り換え、アデン港に到着した

ところで、今回の事故に遭遇した。『京都日報』の記事の内容は、『郵便報知新聞』に掲載された小栗の

書簡とほぼ内容を同じくしており、米僊遭難のニュースソースがここからであったことが伺われる。ち

なみに、小栗の書簡の日付は７月11日付となっている。衝突事故が起こった当日中に急ぎ記され、日本

に向け発せられたことがわかる。

　翌日８月22日の『京都日報』には、この遭難事故の続報として、米僊が８月21日に無事京都に到着し

たことを伝えるとともに、本人の弁を交え、さらに詳しく事故のことを伝えている。記事文末は、「尚
な

ほ、

氏が經
けいれき

歴の途
と じ

次見
けんぶん

聞せし所
ところ

にして聞
き き こ

込みたる事
こと

もあれどそハ追
おひおひ

々に記
き さ い

載することあるべし」と締められ

ており、これより３日後の８月25日号に、米僊執筆による「遭難記事」が連載となる60）。

【遭難の実際】

　さてその「遭難記事」（記36 ～ 38）で事故の顛末を追ってみよう。

　後ろ髪を引かれる思いでパリを後にした米僊は、６月29日にマルセイユに到着し、先にパリを出立し

ていた中村善次郎と渋谷辨次郎とここで合流した。米僊一人の帰国ではなく、彼らも一緒にということ

から、急遽の帰国の理由は米僊個人に関わることではなく、むしろ米僊を雇い入れた形になっていた中

村の事情によるものかもしれない。往路は通過点にしか過ぎなかったマルセイユに今回は一泊し、博物

館などを訪れる時間も少しはあり、30日の昼食後「「ミスジリ」會
くわいしや

社の持
もちぶね

船「アナジリ」號
がう

」（アナディー

ル号。以下、「ア号」）に乗船した61）。ポートサイドを経てスエズ運河も難なく通過した７月10日、船上

では「佛
ふつこくかくめいさい

國革命祭に相
さうたう

當するが爲
ため

乘
のりくみ

組の佛
ふつこくしくわん

國士官の催
もよふ

しにて甲
かふばんじやう

板上に夜
やくわい

會」が賑やかに開かれていた。

「予
よ

等
ら

船
せんちう

中にて不
はからず

圖の愉
ゆくわい

快を極
きは

め船
せんちう

中の鬱
うつ

を散
さん

したり」と、思わぬ楽しい時を過ごした後、船室で赤道
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直下の暑さに寝苦しいまま明方を迎えた頃、「一聲
せい

高
たか

く破
は れ つ だ ん

裂彈の千百も一時
じ

に破
は れ つ

裂するが如
ごと

き音
をと

の耳
じくわん

管

を砕
くだ

くばかりなるに驚
おどろ

き直
たゞち

に起
お

きて其
そ

の何
なん

の爲
た

めなるを伺
うかゞ

ハんとせしが船
せんたうやうだう

体搖動して遂
つひ

に寢
ね だ い

薹より投
な

げ

出
い

だされ」てしまったという。甲板上に出ても、船員の話しているフランス語がまったく理解できず

にいたが、「虚
きよしんへいき

心平氣如
い か

何にも落
お

ち着
つ

きたる大
だいぢようぶ

丈夫の如
ごと

く船
ふね

の難
なん

位
くらい

には驚
おど

かざる者
もの

ぞと意
い

張
ば

りし者
もの

の如
ごと

く」と泰然自若としていたが、船体が大きく破損していることを眼にし、初めて遭難したことがわかり、

「曩
さき

の泰
たいぜん

然たる大
だいぢようぶ

丈夫をお斷
ことわ

り仕
つかま

つり蒼
さうくわうしうしやう

皇周章して」自分の船室に戻り、手回りの荷物をとりあえずま

とめ、船員の指示に従い、何がなにやらわからずにともかくも避難用の艀に乗り移り、その後「ヲクス」

号（オクサス号。以下、「オ号」）62）に引き上げられ難を逃れた。事故は、アデン港に停泊していたア号

とオ号が、ほぼ同時に湾内を移動しはじめた際に、お互いの動きを認識していなかったために、衝突し

たのが原因であったが、米僊はこれらの事情を追々、周囲の話から理解していったようだ。大きな痛手

を負ったのは、ア号のほうで、事故の発生からわずか２、３時間後にはほぼ沈没してしまった。【記36

挿絵】

　米僊が乗り移ったのは、事故の相手方の船であったが、ここにはちょうどパリに向かうために、偶然

にも多くの日本人が乗船していた。米僊は、「大
おほさこ

迫尚
しやうだう

道、山
やまぐち

口勝
かつ

、淺
あさかはとしやす

川敏靖（陸
りくぐん

軍士
しくわん

官）、諸
もろ

葛
くづ

小
こ

彌
や

太
た

、

小
おぐりていゝう

栗貞雄、林
はやしたゞまさ

忠正、前
ま へ だ け い た ら う

田圭太郎（醫
いくわだいがくそつげふせい

科大學卒業生）、吉
よしまつ

松駒
こまざう

造（醫
い が く し

學士）、荻
をぎはらせいりん

原正倫、鶴
つるたきうざう

田久造、坪
つぼ

井
ゐ

正
しやう

五郎
らう

（理
り が く せ い

學士）」と一々の名を挙げ、彼らから受けた懇切な助けに対し、謝意を述べている（以上、

記36））。

　米僊という人は、どうも人との運に恵まれていたようだ。乗っていた船の沈没という、大きな不運の

中で、偶然にも林忠正との出会いがあった。林たちは、オ号からすぐに救助用の艀を出し、ア号に向かっ

たところ、同船に日本人の姿を認め乗り移らせた。これが米僊ら３名であった。いったんオ号に乗船し、

命拾いした米僊は、まだ完全に沈没していないア号を見て、船に残してきた荷物を取り戻そうと思い立っ

た。林はこの危険な挑戦にも力を貸すことを申し出たため、「振
ふるつ

て勇
いう

を鼓
こ

し土
ど じ ん

人の端
は し け

艇に乘
じやう

じアナジリ

号
がう

に至
い

たれば行
か う り

李半
なか

ハ海
かいすゐ

水に浸
ひ

たし辛
か

らくして一二の荷
に も つ

物を取
と

る事
こと

を得
え

たるハ亦
ま

た不
ふ か う ち う

幸中の幸
かう

なりき」

と喜んだ。米僊らは、代替の船の到着を待つため、アデンに上陸することとなり、林がホテルの手配の

労をとり、「ホテル歐
おうしうがう

洲号」にしばらく投じることとなった。宿の二階からア号を望むとすでにその船

体はほとんど水に沈み、「己
すで

に檣
ほばしら

頂の僅
わず

か波
なみ

際
ぎわ

に其
そ

の頭
かしら

を露
あら

はし居
を

るのみ」という状態であった。米僊

はこの様を目にし、「端
は し け

艇に乗
の

り荷
に も つ

物を取
と

るの時
とき

ハ左
さ

のみ危
き け ん

檢とも思
おも

はざりしがホテル樓
ろうじやう

上より沈
ちんぼつ

没の

跡
あと

を一望
ばう

して覺
おぼ

へず人
じんせい

生の一大
だい

難
なん

事
じ

に出
で

くはしたる事
こと

を知
し

りたり」と、あらためて事故の重大さと、自

らの軽率ともいえる無謀な行動に、恐怖を覚えたようだ。危険を顧みず、米僊が沈み行く船からそれほ

どまでに取り戻したかった荷物の中には、ひょっとしたらこの旅の間に描き続けたスケッチ画が含まれ

ていたのかもしれない。特にパリ滞在中の記事に対する挿絵の極端な少なさは、ここに起因している可

能性が高い。米僊のパリの記憶は、それを記録した画帳とともに、アデンの海中に深く沈んでしまったか。

　事故を起こした両船の所有会社であったフランス郵船会社は、ア号の全ての乗客のアデンでの滞在費

の負担を提案し、このため遭難者は続々とアデンに上陸したため、「亞
ア デ ン か う

丁港は爲
た

めに一時
じ

繁
はん

盛
せい

の色
いろ

を添
そ

へたり」と時ならぬ活況を呈したという。フランス郵船会社の事故後の対応は、遭難した乗客にとって
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手厚かったようで、米僊もこれに率直に感謝している。米僊らの保護を見届けた林たちは、再びヲ号に

戻り、米僊たちの見送る中、目的地であるフランスに向け、出立した63）（以上、記37））。

　林らと別れた米僊たちは、代わりの船の到着をまって、しばらくアデンに投宿した。往路では、アデ

ンには上陸する時間がなかったが、事故にあったために、今度はじっくりとアデンを観察する機会に恵

まれた。アデンの印象としては、ともかくの暑さと、「水」のことであった。英国領となる以前は、山

間から流れるわずかな雨水を貯めて生命をつないでいる、という厳しい環境であったが、英国によって

治水工事が行われ、溜池が整備された、としている。「其
そ

の運
うんぱん

搬する様
さま

は土
ど び ん

瓶を以
もつ

てし又
また

ハ豕
いのこ

の皮
かは

にて

造
つく

りたる嚢
ふくろ

に盛
も

りて背
せ

に負
お

ふなり」と、挿絵を付してその様を伝えている【記38挿絵】。

　アデンの暑さは、米僊にとって耐え難いものであったようで、フランス郵船会社の手配した代替船の

到着までどうにも待つことができず、16日に入港した英国船に乗船し、途中乗り継いで日本に帰ること

を選択した。「十七日午
ご

後
ご

二時
じ

亞
ア デ ン か う

丁港を發
はつ

す西
せいふう

風ハ益
ますます

々暴
ばう

に船
せんたい

体は愈
いよいよ

々動
どうえう

搖し乗
じやうかく

客皆
み

な疲
つか

れて臥
ふ

す英
ゑい

船
せん

はブワルラーと号
がう

し濠
がうしう

洲シドニー港
かう

の定
て い き

期航
かうかい

海船
せん

なり」（以上、記38））。その後、コロンボで別の英国

船に乗り換え、さらに上海で三菱会社の石炭船に乗り込み、ようやく長崎に到着した。長崎からは大阪

郵船会社の船に乗り大阪を目指したが、「所がまた難風に出遭って讃岐の塩小豆島に打上げられて乗客

が一同上陸して、三日居る間に島の二十四五軒の食物を食尽して仕舞いました」と、再び災難にあった

ことを、「自伝」で語っている64）。

　３月10日に日本を出発してから164日。８月21日に米僊は帰国を果たした。米僊にとって、このフラ

ンスへの航海は、「行きはよいよい、帰りは怖い」だったのだろうか、「ドウも不幸な航海をしました」

との言葉を残している65）。

Ⅲ　「東洋」との出会い

１．米僊が見た「東洋」

　横浜からの長い航海の途上で、米僊がさまざまな土地に寄り、短い時間でありながらもそれぞれの土

地の人や集落、自然、言葉、匂いなどを五感で受け、大都会パリへと到着した経緯については、ここま

で詳細に述べてきたとおりである。米僊がフランスに向けて、アジア、インド、アラブの海を渡ってい

た時は、大英帝国がその版図を最大に広げつつある時期に重なる。18世紀から19世紀にかけて、英仏独

といった大国の帝国主義的領土拡大政策による植民地獲得競争の中、これらの国から見て「東」に向かっ

ての領地の範囲は広がる一方であった。彼が巡った寄港地は、イギリスあるいはフランスの「植民地」

でもあった。米僊は、その地の珍しい文物に興味を示すと同時に、帝国主義国家に支配される側にあっ

た「植民地」としての現状にも目を向けている。

　例えばサイゴンでは、居留民と現地民の生活環境の差を目の当たりにし、「外
ぐわいこくじんきよりうち

國人居留地は絶
ぜ つ び

美見
み

る

べし。殊
こと

に此
こ の ち

地の産
さんしゆつ

出の 赤
せきぐわ（ママ）

瓦 以
もつ

て三
さんそうろうじやう

層楼上を仰
あふ

ぐ可
べ

く佛
ふつこくじん

國人は府
ふ

の七部
ぶ

をしめ支
し

那
な

之
これ

に次
つ

ぐ。土
ど じ ん

人は

茅
ばうしやわいをくりうやふ

舎矮屋柳葉を編
あ

んで戸
こ へ き

壁に換
か

へ、土
どしよう

床にして河
かは

に沿
そ

ひ或
あるひ

は水
すゐじやう

上に架
か け だ

出し或
あるひ

ハ船
ふね

を家
いへ

とする者
もの

あり」と

記している（記９）。次の寄港地であるシンガポールでも同様に、「歐
おうじん

人の居
きよ

は構
かうぞう

造も宏
かう

大
だい

に装
さうしよく

飾も整
せ い び

備
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せり。之
これ

に反
はん

して土
ど じ ん

人の居
きよ

は艸
さうしやばうおくどしやう

舎茅屋土床に起
き

臥
が

し塵
じんかいちう

芥中に生
せいくわつ

活す」「土
ど じ ん

人ハ凡
およ

そ半
なか

ば裸
ら

体
たい

跣
せん

足
そく

にて

奔
ほんそう

走す」と両者の差異を指摘している。また、この地で多くの民族が集住している様子を「印
イ ン ド

度の「キ

レン」「パンカレヤ」爪
ヂ ヤ ワ

哇「ボンベイ」「エラフ」「マミフ」「トルミ」「イストートキス」馬來由「チテイ」

「チウー」等
など

の雑
ざつしゆこんぢう

種混住せり」と挿絵入りで伝えてもいる。（記12）【記12挿絵】この次の寄港地コロンボ、

また帰路に逗留したアデンにおいても、同様な観察を示している。石造りの瀟洒な高楼と、昔ながらの

簡素な住居という、目の前にある対比は、そのまま「支配する側」と「支配される側」の差として、米

僊も認識したであろう。

　米僊は、各地における水道の整備や、スエズ運河の開通などにも触れ、近代国家の技術力によっても

たらされた「文明の恩恵」に対しては、素直に賞賛する一方で、支配される側となった土着の民の姿を

目の当たりにし、サイゴンの地で例えば次のような思いを吐露するのである。

　�　亞
あ じ あ

細亞の昔
む か し

往文
ぶんめい

明は支
し な

那を以
もつ

て中
ちうしん

心となしたるが故
ゆゑ

に、安
あんなんチベツトてうせん

南西蔵朝鮮の如
ごと

き邊
へんぷくしよはうぶんぶつ

服諸邦文物は皆
みなどういつ

同一

の觀
くわん

ありし、近
き ん じ お う じ ん あ じ あ

時歐人亞細亞に來
きたり

てより其
そ の ど じ ん

土人を遇
ぐう

する奴
ど れ い

隷の如
ごと

く、兵
へ い ば

馬を置
お

き商
しやうけん

權を握
にぎ

り専
せんせい

制を以
もつ

て其
そのせい

政をとり其
そ

の外
ぐわいくわん

觀に至
いた

る迄
まで

蹂
じうりん

躙せざるはなし、豈
あ

に切
せ つ し

齒の至
いたり

ならずや。予
よ

茲
こゝ

に來
きたつ

て殊
こと

さらに感
かん

あ

り、敢
あえ

て事
こと

新
あたらし

く論
ろん

ずるにあらず。同
どうはう

胞諸
しよけい

兄 幸
さひはい

に猛
もうしやう

省する處
ところ

あれ。（記10）

　ここでアジアにおいてかつて文明の中心であった、と彼が位置づけている「支那」＝中国について

は、絵の修業を通して得た漢学の素養も高く期待が大きかっただけに、その現状に対しての失望感は大

きかった。上海滞在の折に、「支
し な と か う い ぜ ん し な

那渡航以前支那ハ文
ぶんくわ

華の國
くにふうりうしやらく

風流洒落なる可
べ

し、到
いた

る所
ところ

見
み

る可
べ

きもの多
おほ

く愉
ゆくわい

快なり事
こと

多
おほ

かるべしと想
そうぞう

像せしに、其
その

想
そうぞう

像に相
あ

ひ違
たが

ふ事
こと

實
じつ

に意
いぐわい

外なりき。到
いた

る處
ところ

俗
ぞく

惡
あく

厭
いと

ふべきハ一

驚
きやう

を喫
きつ

したり」と、嘆息している（記５）。

　また、各寄港地で、同胞である日本人との遭遇もあった。その多くは、駐在の役人であったり、現地

で活動する貿易商や雑貨商といった人々であった。香港では、「日
に

本
ほん

雑
ざつ

貨
くわ

及
および

鉄
てつ

廣
かん

東
とん

砂
さ

糖
たう

等
とう

を貿
ぼう

易
えき

」する

大阪出身の日下部氏を訪ね、美術談義をしている（記８）。また、シンガポールでは、友人の「疋
ひ き だ

田氏
し

」

が営む市街の山の手通りにある日本雑貨店を訪ね、「國
く に ゐ

井氏
し

」と会い、疋田氏の案内で市内を散策して

いる（記11）。彼らのように、貿易業等で海外に進出し、現地での成功を得た日本人が、この時期各地

にすでに存在しており、米僊のような渡航者の便を図っていたことがわかる66）。

　米僊が「渡航画報」で伝えた、上記のようなアジアやインド、アラビアの事情は、確かに米僊自身が

その地で観察し、実際に見たこと聞いたことを写し取ったものであった。もちろん、自明のことではあ

るが、米僊が写し取った寄港地のさまざまは、寄港地周辺のごく限られた領域での知見を越えるもので

はない、ということには留意しておく必要はある。米僊自身もそこは自覚的であったようで、例えば極

めて悪い印象をもった上海について、中国人社会のごく一部を覗き見たに過ぎず「全
ぜん

体
たい

を評
へう

する能
あたは

はざ

るなり」と注記を添えている（記５）。とはいえ、明治22年という段階では、欧州航路での旅行はまだ

まだ一般的ではなく、ガイドブックのような案内記の刊行も未だ盛んではなかった。『京都日報』の読

者にとっては、米僊が多くの挿絵とともに伝えた記事は、初めて知る「リアル」な東洋の姿であったろう。
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　「実在の西洋」を見聞するべく、パリを目指していた航路上で、このようにして米僊は「実在の東洋」

と接触した。そしてパリの地で、再び「東洋」と出会うことになるのだが、それはそこに到るまでに彼

が知った「東洋」とは異質のものであった。それは、パリの万国博覧会というイベントの中で、「展示物」

として再現された、ある意味で「フィクションの東洋」であった。

２．パリでの邂逅――例えば、ジャワの踊り――

　1889年のパリ万国博覧会は、エッフェル塔をはじめとする林立する巨大なパビリオンにより、フラン

スの最新テクノロジーを誇示するものであった。鉄、ガラス、電気を要素としてパリ市街に出現した巨

大な博覧会の空間は、開催国フランスが、自国の勢力を最大限に誇示するため、総力をあげて演出した

ものであった。米僊が博覧会場で見たものは、そのようにしてディスプレイされた展示の数々であった。

一方、この博覧会では、1855年のパリ万博以降、毎回登場した植民地展示が大規模に実施され、特に

人々の注目を集めていた。アンヴァリッドの会場に出現した原住民集落の植民地展示は、フランスの領

土の拡張を視覚化するものとして極めて効果的であった。吉見俊哉が評するところ「十九世紀末の社会

進化論と人種差別主義を直截に表明した展示ジャンル」である「人間の展示」であったこの展示は、「西

洋」を優性とする立場から、展示物となった「東洋」を見る視線が注がれる場でもあった67）【P.57，写

真14】。ヤンツェ号でともにパリに向かったジャワの舞踊団は、アンヴァリッドの原住民集落の「展示物」

として「輸送」されてきた人々であり、米僊は「展示物」となった彼らとパリで再会したのである。

　彼らとの再会の物語は、「渡航画報」では記事とはならなかったが、長く米僊の記憶に残ったのであ

ろう、雑誌『歌舞伎』に「南洋爪哇の芝居」と題された口述筆記として掲載された。

　�　南洋爪哇の芝居といふと、何だか私が南洋に行つて見てでも来たやうに聞え升が、決してさうでは

ないので、唯仏蘭西の博覧会へ行つた時、その会の中で見物したのです。然しこの芝居を見るについ

ては、巴里に着さない前から話があるのでして、それから申さないと面白味が薄うござい升。68）

　米僊はこのように語りはじめ、ヤンツェ号でのジャワの舞踊団との出会いについて引き続いて述べて

いる。シンガポールから乗り込んできたジャワ人は、日本人によく似た風貌で、女性は「丁度我国の井

戸端會議長的の下
お さ ん ふ う

女風」と表現している。男女それぞれの衣服や髪型、装飾品についても詳しく説明し

ている。シンガポールの港を出航すると、彼らは早速食事に取り掛かり、「大
おほき

い鉢に飯を入れ、ライス

カレイにし、甲板の上でこの男女が打混り、手掴みで食事をする有様」で、その姿はいわゆる「デッキパッ

センジャー」と呼ばれる乗船者と同様であったようだ69）。彼らはいったいジャワの何者なのかと船中で

も話題となったという。彼らを引き連れていたオランダ人の説明によると「爪哇国宮廷の俳優で、この

和蘭陀人が国王から博覧会の開場中借りて来て、仏蘭西で演劇をさせて見せる」ということであった。

この航海で米僊が懇意になったオランダ人、「ペレイ氏」については、先述したとおりであるが、パリ

到着後、万国博覧会の会場で、米僊はこの「ペレイ氏」とある日偶然に邂逅する。博覧会開催中に一度

彼の宿や、ジャワの演劇場を訪ねるつもりでいたが、なかなか機会がなかった米僊は、この時、「ペレ
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イ氏」にジャワの展示場へ誘われ、「一も二もなく」喜んで同行した。

　米僊が向かったジャワの展示場は、アンヴァリッド会場に設営されたいわゆる「植民地展示」の一角

にあった70）。この時のジャワも含めた「植民地展示」は、この万国博覧会の話題となっており、特にそ

こで披露された舞踊や音楽は、それらに初めて触れることとなった欧州の芸術家たちを刺激したことで

も知られている。作曲家のドビュッシーは、この博覧会でジャワの踊りとガムラン音楽に魅了されたと

言われているが、彼が観たのはまさしく米僊が船で一緒にパリに向かった、ジャワ人の舞踊団の舞台で

あったのである。安田香によると、この時の上演演目は、４人の踊り子による宮廷舞踊風の演目と、男

女のカップルの恋愛模様を描いた世俗的な舞踊の２種類があったという71）。米僊が「ペレイ氏」に連れ

られて観た舞踊について、この『歌舞伎』の口述筆記の中で、かなり詳細に述べており、そこから彼が

観たのは後者の世俗的な舞踊であったと考えられる72）。

　ジャワの舞踊や音楽に初めて触れたという点では、米僊もパリの芸術家たちも同じであったが、彼ら

が一様に、自分たちの知っている音楽や踊りとの異質性に驚き、東洋の神秘に魅了されたのとは違い、

米僊は逆に自国の芸能との同質性を感じている。首の振り方など所作の一切が日本の舞楽風であり、「舞

楽のうちに胡楽といふものがあつて」、天竺から入ったとは聞いていたが、まさにこの音楽はそれであ

ろう、との観測を述べてもいる。米僊は、この芝居の筋書きについて「ペレイ氏」に聞いてみたところ、「氏

も好くは解らんですが、例の恋の結果で、天狗の面が婦人の親を殺したのを、情人が仇討をして呉れた

といふので、情交が一層密になるといふ、東洋風の芝居の仕組だ」と説明された。米僊は、「この爪哇

劇にも無論道具立は用ゐませんのでしたが、余程興味があつて、面白い事でした」と、述べている。

　安田によると、この時、パリに派遣されたダンサーや楽団のメンバーは、宮廷に属した高位の者では

なかったのではないか、としたうえで、この1889年のパリ万博に送り込まれたジャワの舞踊団は、イン

ドネシアのさまざまな地域から、楽器や演奏家、踊り手が寄せ集められ、「ジャワの舞踊団」として編

成された、という可能性を示唆している。アンヴァリッドの原住民集落展示では、異なる部族に属する

人たちが、家族単位で一つの「集落」に集められ、同一の部族として「演技」をさせられていた、とい

う実態があった73）。これと同様のことが、ジャワの舞踊団にも起こっていたのであろう。米僊が記憶し

た「爪哇の芝居」は、博覧会という空間の中で、求められるままに「らしく」再構成された、実は「虚

像の東洋」であったのである【写真15、16】。

　長きにわたった米僊の連載は、明治22年10月24日に掲載された記事を最後に終了した。最終回となっ

た「巴里隨見録」と題された最後の記事で、彼が取り上げたのは、パリやフランス、欧米のことではな

く、「博
はく

覧
らん

會
くわい

塲
ぢやう

中
ちう

の一奇
き

觀
くわん

」であったエジプトの展示と売店に関するものであった。「建
けん

築
ちく

用
よう

材
ざい

及
およ

び家
か

具
ぐ

装
そう

飾
しょく

等
とう

本
ほん

國
ごく

より持
も

ち來
き

たる者
もの

にて其
そ

の珍
ち ん き

奇なる事
こと

云
い

ふべからず」と述べるように、「本国」すなわち

エジプトから建築資材も輸送し、万博の会場内にエジプトの街並みが出現したかのような展示場となっ

ていた。黒衣のアラビア人女性も往来し、この売店の周辺はもはやエジプトにいるも同然であり、「佛
ふつ

國
こく

の畫
ぐわ

工ハ畫
ゑ

具
ぐ

を携
たづさ

へ其
そ

の眞
しん

圖
づ

を寫
うつ

すもの絶
た

へず」と、パリの中心に忽然と現れた異国の風景を写し取

るフランス人の画家の様子を伝えている。米僊もまた同様に、この売店の様子を描いた挿絵をここに掲

載している【記42挿絵、写真17、18】。ここに出現したエジプトも、ジャワの植民地展示同様に、「万国
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【写真14】アンヴァリッド会場に設営されたフランス植民地展示の全体風景。
Exposition Universelle De 1889. – L’exposition Coloniale Française, A L’esplanade Des Invalides.
1.Vue générale.  2.Tata de Kedougou(Sénégal),  fortifications de noirs.  3.Autel tonkinois.
4.Pagode d’Angkor.  5.Fétiches canaques au sommet des cases.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.4　館蔵（90207995）

【写真15】ジャワ舞踊団のダンサー。
Les Danseuses Javanaises.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.27
館蔵（90207995）

【写真16】�アンヴァリッド会場に設けられた住
居において、会期中生活し、「人間の
展示」となったジャワの人々。

Les Chapeliers Javanais A L’esplanade Des 
Invalides.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.40
館蔵（90207995）
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【記42挿絵】仏蘭西万国博覧会場埃及売品居之図

【写真17】エジプトの展示場の様子を描いた挿絵。
Les Anes Égyptiens Dans La Rue Du Caire.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.14
館蔵（90207995）

【写真18】�「M.Delort deGléonの設計によりシャン・ド・
マルスに再現されたカイロの街並」

L’expositions Universelle: Une Rue Au Caire. Édifiée au 
Champ de Mars sous la derection de M.Delort de Gléon.

『L’EXPOSITION DE PARIS DE 1889』No.10
館蔵（90207995）
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博覧会」という空間に登場した、「見せるために造られた」虚像のエジプトであった。

　パリの万博の様子を描いた挿絵の数がとても少なく、また実際に米僊が目にした景色を描いたと思わ

れるものがさらに少ないなかで、このエジプト売店の様子をここまで詳細に描き、最終回として載せた

ことは、米僊にとても強い印象をこの風景が残したことを想起させる。米僊の旅の目的は、「今
いま

余
よ

ハ筆
ふで

を携
たずさ

へて此
この

地
ち

に遊
あそ

ぶ。耳
じ

目
もく

の触
ふ

るゝ所
とこ

ろ悉
ことごこ

く斬
ざん

新
しん

絶
ぜつ

奇
き

ならざるなし。行
ゆく

々
ゆく

名
めい

区
く

勝
しよう

境
きやう

を探
さぐ

り以
もつ

て之
これ

を報
ほう

道
だう

せんとす」（記21）と自ら宣言したとおり、最先端の都市で最新の世界情勢を見聞きすることであっ

たが、彼の関心は、それと等しく、もしくはそれ以上に、影のように寄り添うアジアやインド、アラビ

アといった「東洋」の世界に向けられていたのである。

　そして米僊は、さらに気づく。

　ジャワの舞踊を見終わった米僊は、ペレイ氏に誘われるままに楽屋を訪れ、「船中以来のお馴染」であっ

た３人の女性ダンサーと再会の握手を交わした。その後連れ立って会場内の珈琲店で談笑するうち、あ

る視線を感じる。

　�　不図後を見ますと男女の仏蘭西人が、目引き袖引きして私を見て居ましたが、それ等の人は矢張私

を爪哇人として見て居るらしいのですから、つまりペレイ氏が、体裁好く私を見せ物に為た様なもの

と心付き、これは為たりと顔を紅くして、早々其処を逃げ出しましたが、私も仏蘭西の博覧会へ行つ

た序に、黄なる顔を見せ物にされたのでした。

　ここにおいて米僊は、自らもまた「見られる」存在であったことに、気づくのである。

おわりに

　42回にわたった米僊の連載は、約７ヶ月間『京都日報』の誌面に掲載され、地域としても購読者層と

しても限定的ではあったが、不特定多数の人々に読まれた言説となった。なおかつ、挿絵というビジュ

アルが共にあったことは、より強い印象を読者に与えたであろう点において特筆すべきことであろう。

　横浜の出航から帰国まで、ほぼ時系列で記された米僊の「渡航画報」は、航海日記の性質を持ち合わ

せていた。さらに言えば、挿絵付きであるため、航海「絵」日記、となる74）。そしてその内容から、旅

行記あるいはガイドブックとしての性質をも併せ持っていた。米僊が遠く異国の地から、日々感じたこ

と、目にしたことを記し送り続けた画報を読み、見ることで、読者はそれぞれに想像力を掻き立てられ、

共に旅をするという擬似的な感覚を得たに違いない。

　米僊がここに記した東洋のあれこれは、橋本順光が指摘するところの「世界を見ていたはずの洋行客

は、同時に、欧州航路によって切り取られた世界を見せられていた。洋行の知られざる副産物は、洋行

によって欧州以外の地域が印象づけられることであり、上海と香港が中国の、コロンボがインドの、い

わば代理として機能し、一定の世界観を形成した」75）という「副産物」を、無意識のうちに米僊の中に、

そしてその彼が書いた「渡航画報」を読んだ読者の中にも生んだであろう。
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　米僊がここに記したパリ万博のあれこれは、吉見が「博覧会は、帝国主義のプロパガンダ装置である

と同時に、消費者を誘惑してやまない商品世界の広告装置である。そしてそれはまた、多くを近世以来

の見世物から受け継いでもいたのだ」76）とするように、いわば、開催国フランスが総力をあげて、彼ら

が見せたいように演出した「西洋」の姿であった。米僊は、そのようにディスプレイされたパリの姿を

まさに「見せられた」のであり、それを写した「渡航画報」を通じて、読者もまたそうしたパリの姿を

「見せられた」のである。

　米僊はただ、素直に自分の見たもの、聴いたことを、読み手がいることを想定はしてはいても、「日記」

をつけるがごとく、思うがままに記し、描いていたにすぎない。だが、彼の言説は、「新聞」という媒

体を通じて、広く不特定多数の人々に読まれることにより、さらには、よりイメージしやすい挿絵がと

もに付されたことにより、エドワード・W・サイードが『オリエンタリズム』の中で指摘したように「書

物（テクスト）のほうが、そのなかに描写されている当の現実よりもいっそう大きな権威を得、いっそ

う広く利用されるようになってしまうのである」77）という効果――もしくは「副作用」といったほうが

良いかもしれない――をもたらしたのではないだろうか。この後、1920年代から30年代にかけて、欧州

航路を行き来する洋行ブームが起こる中、数々の旅行記やガイドブックといった言説が巷間に流布する

ようになるが、米僊の「渡航画報」がもたらしたと同様な「副産物」や「副作用」は、これらの言説を

通してひっそりと人々の心象に広がり、近代日本における「異国観」の醸成を促したのである。

　さて、米僊の「渡航画報」は、『京都日報』に関わりを持っていた徳富蘇峰の目にとまる。自ら新し

い新聞の発行を画策していた蘇峰は、米僊を挿絵画家として招聘する。それに応じ、明治23年（1890）

に米僊は一家ともども東京に移住し、国民新聞社に入社することとなる。そして、その３年後の明治26

年（1893）に、今度はシカゴで開催される万国博覧会の取材のため再び航海に出、『国民新聞』に新たな「渡

航画報」を連載するに到るのである。その詳細については、稿をあらため、検証していきたい。

【註】
１）山口昌男「西国の人気者　久保田米僊の明治」『「敗者」の精神史』（岩波書店　1995年）所収
２）米僊に関する先行研究の主なものとしては前註１）であげた山口昌男の著述の他、以下の各論があり、本稿執筆に

あたり参照した。
　・�宮崎克己「久保田米僊の「巴里随見録」　明治22年（1889年）」『エッフェル塔：100年のメッセージ　建築・ファッショ

ン・絵画』（エッフェル塔100周年記念展実行委員会、群馬県立近代美術館編　1989年）所収
　・今西一『メディア都市京都の誕生　近代ジャーナリズムと諷刺漫画』雄山閣出版　平成11年
　・�福永知代「久保田米僊の画業に関する基礎的研究（１）」『お茶の水大学人文科学紀要』第55巻（お茶の水大学編　2002年）

所収
　・�同「久保田米僊の画業に関する基礎的研究（２）」『お茶の水大学人文科学紀要』第57巻（お茶の水大学編　2004年）

所収
　・星野万美子「久保田米僊――明治丹青界の覇才」　星野桂三「後記」
　　『忘れられた画家シリーズ――35　明治日本画の奇才　久保田米僊遺作展』（星野画廊　2014年）所収
　・�久保田米僊、久保田米齋、久保田金仙／著、大谷正、福井純子／編『描かれた日清戦争：久保田米僊『日清戦闘画報』』

（創元社　2015年）
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　・森光彦「明治を生きた画家　久保田米僊」『美術フォーラム21』vol.32（醍醐書房　2015年）所収
　・�同「久保田米僊研究――明治期京都画壇における日本画と近代社会の関係－」『鹿島美術研究』年報第34号別冊（公

益財団法人鹿島美術財団　2017年）所収
３）久保田米僊述「米僊自伝」『米僊画談』（石川景蔵編　松村三松堂　明治35年・1902年）所収。本書の刊行された時

点で、米僊は50歳をまだむかえておらず、平均寿命が現在よりもかなり若かった当時としても、まだまだ壮年といえ
る年齢であった。自らの半生を自伝にまとめるには、早いようにも感じるが、光を失ったことにより、絵を描くこと
がままならなくなった米僊は、活動の主軸を「もの語る」ことに移しており、『画談』の刊行もその一環であったのだ
ろう。同書の刊行にあたって、版元である松村三松堂は『読売新聞』『東京朝日新聞』に広告を掲載しているが、その
キャッチコピーは「画伯の失明を憐む人ハ本書を読むべし」とある。米僊自身は、この「自伝」の中で失明について

「百事休すでありますが、幸いに大西博士の治療に依て復明する時期もあらうと、俳諧でもやつて無聊を慰めておりま
す」と、一縷の望みを捨ててはいなかったようだ。実際には、回復には到らず、本書刊行の４年後、明治39年（1906）
に胃癌のため55歳でこの世を去っている。「自伝」を語った時期も、すでに「晩年」にあたっていたことになる。

４）久保田米斎「父久保田米僊の生涯」『書画骨董雑誌』第77号（書画骨董雑誌社　大正３年・1914年）所収。尚、同号
には附録として故・久保田米僊述「余が記憶せる名画」も掲載されている。

５）「自伝」219頁
６）「米僊の生涯」27頁。彼にとってあまりよい思い出ではなかったのか、定かではないが、米僊自身は、この逸話につ

いて「自伝」において触れていない。後年、多くの談話を掲載した雑誌『歌舞伎』においても、回顧談としてのこの
ような話は見られない。久保田家のなかでは、米僊の子供時代の「武勇伝」のひとつとして語り継がれたのであろうか。
米斎は父の回顧にあたり紹介したのだろう。

７）山口前掲書、479頁
８）「自伝」（219 ～ 220頁）によると、「私の十六の時に、髪結が師匠（鈴木百年）〈原註〉の処へいつて、私が画が好で

あると云ふことを話したら、師匠が夫では何か描いたものを見せいと云ふことで、其の髪結が一枚持て行つて見せると、
ウム……これなら来したらよからう」ということになり、百年の元へ父親に内緒で通うようになった、という。一方、

「米僊の生涯」（27 ～ 28頁）では、米僊が百年の門に入ったのは「十二三歳頃」のこととし、たまたま米僊の生家であ
る料理屋で開催された会合に出席していた画家の田中有美が少年・米僊が描く様を見てその才能を評価し、鈴木百年
への入門の労をとった、としている。米僊が画家として歩むことができたのも、すべては田中有美の仲介によるもので、
米僊は生涯、有美に恩義を感じていた、と米斎は記している。どちらが事実であるのか、これまでの米僊の研究にお
いてははっきりとした検証はされていないようであるが、おおむねは米僊本人の語るところを採用しているようであ
る。

９）「久保田米僊（くぼたべいせん）年譜」前掲星野画廊図録所収
10）増山守正編　久保田米僊画『旧習一新』（辻本九兵衛・川勝徳次郎他版　明治８年・1875年）。
11）増山守正編　久保田米僊画『明治新撰西京繁昌記』（大谷仁兵衛・福井源次郎他版　明治10年・1877年）
12）画学校設立の経緯、出仕、京都画壇での位置等については、森光彦前掲「明治を生きた画家　久保田米僊」等を参照。
13）「自伝」223頁
14）福井純子編・解説『我楽多珍報』全６巻（柏書房　2008年）
15）息子・米斎は、「如何なる理由なりしか、私にも解らないのであるが、父が文芸を非常に愛好して之に熱中した時代

がある。乃ち美濃の人神山鳳陽に就いて漢詩を学び、又俳諧、狂歌、川柳、都々逸など迄やり出して、更らに五六の
素人文芸家と相計らひ『我楽多文庫』といふ小雑誌を発行した。当時、左様明治十二三年頃であつたらうと思ふ。又
京都に『京都新聞』が発行せられたので、父は其の挿絵を書いて居つた」と述べており、なにゆえ父・米僊がこのよ
うな市井の文芸やメディアへ肩入れしていったのか、やや理解に苦しむ、というような思いを持っていたようだ。（「米
僊の生涯」28頁）

16）例えば「自伝」では、「畫と云ふものは人を啓発したり、人を開発するの責がある」との考えをかねてより持ってい
た、としている。明治前期の絵入新聞等に掲載された連載小説の挿絵は残虐な場面を描くなど「実に見るに忍びない」
ものも多く、こうした挿絵が描かれた古新聞が輸出品の梱包材として海外に渡り、日本に対する誤った印象が広がる
のは非常に困ったことだ、と、パリに渡航した際に感じ、「帰朝したら自ら一つ新聞に投じて、新聞絵画を改良しやう」
と思い、後に国民新聞社に入社するきっかけとなった、と語っている（230頁）。ちなみに、後年シカゴ万国博覧会へ
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向かう船中で、米僊はハワイの移住民の監督官という人物から、明治24年の濃尾地震の際に、災害状況の詳細が『国
民新聞』の挿絵によってハワイ移民に伝わった、との話を聞いたという。これにより、多くの義捐金が寄せられ、「画
の功用は此の如き際に大に現はる、日本の挿画新聞は皆な小説挿画たるに止まり実地旧文応用の新聞なし独り国民新
聞のみ茲に着目せしは深く感服する所ろ也」と語るこの人物に、米僊は「我れこそ国民新聞の挿画に従事する者なり
とて、刺を通じて握手す。此の時の余の得意想ふべし」と記している。（「渡米画報　第二（続）　於太平洋中汽船支那
号客室」『国民新聞』明治26年４月28日第965号）

17）『京都日報』第１号（京都日報社　明治22年３月10日）
18）創刊号の緒言では、発刊の目的として「純然たる平和なる平民社会に到着せんこと是なり。然らバ如何にして此の

社会に到着せんとする乎、曰く平和秩序的手段を以て此に達せんとす」と述べている。後に国民新聞社において米僊
と活動をともにする徳富蘇峰は、この『京都日報』の発刊にも深く関わっていたようで、創刊号の第一面に祝辞を寄
稿している（『京都日報』第１号）。また、蘇峰は『蘇峰自伝』の中で、『京都日報』の編集長に福田和五郎を自ら推薦
し、編集長としての経験をつませたうえで、『国民新聞』に呼び寄せた、とのエピソードを語っている。（徳富猪一郎『蘇
峰自伝』252頁、260頁　中央公論社　昭和10年）

19）『京都日報』第９号（京都日報社　明治22年３月24日）
20）明治14年11月12日の『大阪朝日新聞』には、「西京にて有名なる画工久保田米僊氏ハ不日米国へ赴かるるよしに聞り」

とある。また、明治17年６月11日『讀賣新聞』朝刊に「○揮毫　西京の久保田米僊氏ハ本年の絵画共進会にハ朧月夜
御営の図を製して銀印の褒章に預り大に江湖の喝采を得られしが此の度上京の序今一ヶ月間計り滞京し日々南鍋町二
丁目鳳文館楼上に出席し諸人の需に応じて揮毫せらるるよし尤も同氏は尋常小成に安んずる画師の比にあらず頗る大
志を抱かれ追々ハ外国に渡航し日本の美術を鳴らさんと予て企図し居らるるといふ」といった記事が掲載されている。

21）この委託引受人には起立工商会社が選定された。同社は『讀賣新聞』等主要な新聞に、「佛国巴理府万国大博覧会出
品委託引受手続」と題する広告を掲載し、手続き方法を告知した。

22）柳谷謙太郎著『仏国巴里万国大博覧会報告書』（明治23年）
23）森光彦は、「明治を生きた画家　久保田米僊」の中で、同『報告書』を根拠に「瓢池園の中村善次郎」としているが、

ここは資料の誤認であろう。（註1）前掲論文、７頁）
24）「十一類」に該当する物品は、「図學及ヒ模造術ヲ実際ニ適用セシ物品」と定められており、「製造用ノ図」「機械ヲ

用ヰテ模写シ又ハ縮写シタル図」「機械ヲ以テ製シタル粧飾用ノ模造物」等々がここに該当するとされていた。いわゆ
る原画をもって生産される、工業製品や石版画などを指していると思われる。

25）米僊が乗船した船の名称について、米僊は後年の回顧談では「ヤンセイ」号と呼んでおり、一定していない。澤護は、
1865年から1889年まで横浜に寄港したフランス郵船の記録を丹念に調査した論文「フランス郵船と日本―1865年から
1889年までの横浜寄港から―」（『千葉敬愛経済大学研究論集』所収　千葉敬愛経済大学経済学会　1984年６月）を発
表している。それによると、米僊が乗船したこの船は、Messageries Maritimes社（フランス郵船会社）のYangtsé号で、
この時の船長はFlandinという人物であった。また、総トン数は2,400、2,900馬力の大型船で、1887年から1892年まで
就航の記録があるようだ。米僊が乗船した時は、まだ就航間もない新しい船であったと考えられる。本稿では、この

「Yangtsé号」の日本語表記については、澤論文に依拠しヤンツェ号とし、原資料の表記を使用する場合は、「」付き
で記すものとする。また、後段で登場する復路の船舶についても同様とする。

26）本稿で資料として引用した米僊の「渡航画報」の記事および挿絵は、すべて東京大学大学院法学部政治学研究科附
属近代日本法政史料センター明治新聞雑誌文庫が所蔵する『京都日報』による。記事の引用に際しては、表１の記事
番号を用い、（記１）（記２）のように表記した。また、挿絵に関しても【記１挿絵】と表記している。また、原文の
表記をなるべく尊重したが、旧字体、異体字は必要に応じて適宜現在の字体に直し、句読点も適宜追加した。

27）朝日新聞百年史編集委員会編『朝日新聞社史　明治編』（朝日新聞社　1995年）125、215 ～ 216頁。
28）ところで米僊は、この渡仏旅行からの帰国後ほどない明治22年12月に『米僊漫遊画乗』（久保田米僊画　田中治兵衛

版　初編・明治22年12月　二編・明治23年４月）という画集を刊行している。緒言で米僊本人は、次のように述べている。
　　�　予本年仏蘭西国に開設せし万国博覧会を覧ん爲め同国へ渡り在留八ヶ月にして帰有其間に見る處を筆に任せて旅

行記に写し得たるもの若干冊あり文求堂主人之を見て世の中にしらしめむと求めらるゝにいなまず梓に上すことゝ
なりぬ左はあれ渡航中港々の停舶とても定まりありて僅かの時間なりしかば深く奇を探り勝を尋ぬるに暇あらず只
雲煙過眼を筆に止めたるのみなれば大方の君子幸に之を諒して粗漏を咎むる勿れと願ふになん
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　　おそらく渡航中に日本に送ることができた記事、特に挿絵はごく限られたものであり、書き溜めていたスケッチを
もとに別途画集としてまとめたものであろう。『漫遊画乗』とあるので、パリまでの行程を網羅しているようにも思え
るのだが、本書は第一編と第二編の２冊があるのみで、取り上げている場所もシンガポールまでである。さらに続編
の刊行を予定していたかは定かではない。

29）香港到着の前、上海滞在中にも腕車を雇い、西園（現在の豫園にあたる）を訪れているが、「西
せい

園
ゑん

は所
いは

謂
ゆる

薬
やく

店
てん

風
ふう

のも
のにして、庭

てい

園
ゑん

やヽ見
み

るべしと雖も俗
ぞく

臭
しう

粉
ふん

々」としており、あまりよい印象を持たなかったようだ。むしろ帰路に立
ち寄った、上海の居留地の花園には「各
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ふ」
と花々の美しさと香りに酔いしれたようだ。ただし、上海には熱帯性の植物などはなく、香港以東、これまで目にし
たことのなかった珍しい動植物に触れることになり、米僊の関心は一気に高まっていったようだ。（記５）

30）記事中ではこのように表記しているが、『画乗』では「石蘭」としており、ラン科に属する羽蝶蘭のことを指している。
31）橋本順光は「インドの代名詞コロンボ－デッキパセンジャーとハシーム商会」（橋本順光・鈴木禎宏編著『欧州航路

の文化誌　寄港地を読み解く』青弓社　2017年所収）で、19世紀末以降に欧州航路で旅をした多くの日本人の日記等
に基づき、当時のコロンボの様子とそこから醸成された日本人の「インド」観について詳述し、蛇遣いや甲板上の行
商人についても検証している。ここで、船上での物売りの様子を描いた珍しい絵画として、ポーランド出身の画家、
ユリアン・ファワトが1885年に描いた「コロンボでの船の甲板で」をあわせて紹介している。橋本氏は、「あわただし
いコロンボ上陸の喧噪を描いた絵は皆無に近い」としており、その他の絵画類の存在には言及していない。

32）この時期の外国為替相場は変動性であり、明治22年当時の１フランは約0.25円（米僊は記41で、１フランは約25銭と
している）であったので、１等客室の場合、片道で500円となる。米僊自身が何等客室を利用していたか、判然とはし
ないのだが、いずれにせよかなりの高額であることには違いがない。（ちなみに、1878年当時のＭＭ社の乗船料金は、
横浜・マルセイユ間で１等440ドル、２等330ドル、３等199ドルとなっており、日本人の官員に対しては、それぞれ
15％引きの374ドル、280ドル、169ドルと割引料金が設定されていたという。前掲澤論文参照。）

33）故・久保田米僊述「南洋爪哇の芝居」（『歌舞伎』第81号　歌舞伎発行所　明治40年１月１日）所収。
34）『画乗』には、米僊自身が訪れることが出来なかったアンコール・ワットの遺跡の絵があるが、米僊はこの絵につい

て、「仏国人トラ子氏此地に遊ひ手写せしを余に与へられしものを載せたるなり」と説明している。
35）筆者は、2012年に当館特別展「ザ・タワー　都市と塔のものがたり」展を企画したが、その中で今回取り上げた米僊の「渡

航画報」についても展示及び図録で紹介をした。その際、連載の記事数について、把握が足りず、図録等において誤っ
た本数を提示していた（同展展覧会図録51頁）。ここに訂正するとともにお詫び申し上げる。

36）「自伝」223頁。
37）この時の万国博覧会については、現地に派遣され、「派出中事務官長心得」として陣頭指揮にあたった柳谷謙太郎に

よる『報告書』には、パリの博覧会事務局から本国日本への「公信文書」は、急ぎではないものについては、15日毎
の日曜日にフランス郵船会社の船便で発送し、急ぎのものについては毎週金曜日に米国便で発送した、とある（97頁）。
パリ滞在中の米僊の記事も、博覧会事務局の文書発送に便乗して日本に送られたと推察される。

38）米僊は、世界各国の乗物を紹介した展示会場で、日本の乗物類について「我
わが
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」と古来の乗物の絵を描いて博覧會へ寄附した、としている（記33）。
彼が博覧会の開設の手伝いをしていた、という一例かもしれない。

39）『報告書』には、「当夜我事務所ニ於テ博覧会日本部ニ関係アル内外国人及ヒ公使館員ヲ招待シ田中副総裁臨席シテ
開場式ノ祝宴ヲ開ケリ」とある。（22頁）

40）博覧会に入場するためには、有料の入場券が必要であったが、米僊のような出品者にはフリーパスが発行されたよ
うだ。「出

しゆつ
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なり」と、顔写真入りの
パスを見せて入場するこのシステムを彼はいたく気に入っていたようだ。（記28）

41）吉見俊哉『博覧会の政治学　まなざしの近代』（中公新書1090　中央公論新社　1992年）19頁
42）『報告書』によると、「東方及ヒ極東方諸国ノ為ニ定メタル所」に設営され、西側に塞爾維国（セルヴィア）、東側に

暹羅国（せんらこく・タイ王国）の展示場が隣接し、南側にロシアの展示場がありフランスの広大な展示場に連なっ
ていた。北側はエジプトの売店がある場所と対面していた（92頁）。

43）『報告書』107頁
44）米僊の挿絵は、『報告書』にある「場中楼門ノ下ニハ中央ニ銅製ノ五重ノ塔ヲ置ク。其高サ二丈〇八寸余左右ニハ亦
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均シク銅ヲ以テ製シタル鶴ノ噴水器二個ヲ備フ其高サ略ホ五重ノ塔ニ同シ而シテ其周囲ニハ陶銅製ノ花瓶ノ類其形最
モ大ナル者若干ヲ欅ヒテ之ヲ並列セリ」という記述と合致している。（９頁）

45）『報告書』92頁
46）第２部第11類　「図学及ヒ模造術ヲ実際にニ適用セシ物品」に属したが、この部類で出品したものの多くは、日本側

としては第一部の美術品としての出品を希望していたものであった。ちなみに、この部類で中村善次郎は京都府出品
で銀賞受賞。米僊もここに属し、協賛金牌を受賞している。米僊と同様に、中村善次郎の請負で出品していた幸野楳嶺、
双竹も銀牌を受賞している。（『報告書』107 ～ 112頁）

47）『報告書』113頁
48）『報告書』114頁
49）『報告書』115 ～ 116頁
50）『報告書』117頁
51）『報告書』118 ～ 119頁
52）『報告書』107 ～ 108頁
53）美術工芸品以外で、米僊の興味を引いたのは、醤油や茶、酒といった日本固有の食品類であった。このあたりは、

料亭の長子として生まれたという出自に由来するものだろうか。醤油については、米僊は極めて優秀な調味料であり
欧米人の舌にも合うものであると輸出品としての可能性の高さを訴えている。『報告書』での評価は米僊とは対照的に
低く、ドイツ人やオランダ人には醤油を使用するものもいるが、やはりその匂いや味に嫌悪感を持つ欧米人は多く、
結果的に在留の日本人がほとんど購入した、と報告されている。日本酒については、『報告書』では概ね好評としてい
るが、やはりこうした加工食品類は、輸送中の品質管理が難しかったようで、腐敗等で変質したものもあったようだ
が、それも少なく済み「頗ル好評ヲ得タリ」と述べている。現地では、カクテルのベースとして日本酒が使えるのでは、
といったような意見もあったようだ。博覧会会場での評判はある程度高く得ていても、茶も含め、こうした日本独自
の食品、嗜好品に関しては、輸出して欧州での市場で一定のシェアを確保するのは難しい、といった判断を示している。

（127 ～ 128頁）
54）『報告書』145頁
55）1889年のパリ万国博覧会は、1789年７月14日におこったバスティーユ牢獄襲撃に端を発したフランス革命から100年

を記念して開催されたものであったため、立憲君主制を敷いている諸国は参加にあまり積極的ではなかった。フラン
ス政府からの正式な招待を受けて参加した国は、日本、アメリカ、トルコ、ギリシアなど29カ国に留まり、イギリス
やロシア、ベルギー、イタリア等多くの国は、国家としては参加しなかった。但し、各国とも個人としての参加まで
を制限するものではなかったため、結果的にはこれらの国の展示場も会場内に設営されることとなった。ドイツに限っ
ては、個人の参加も含めて、この万博ではいっさいの作品出品を行わなかった。

56）宮崎前掲「久保田米僊の「巴里随見録」」参照。
57）エッフェル塔については、筆者が企画を担当した当館展覧会の図録『ザ・タワー　都市と塔のものがたり』（東京都

江戸東京博物館　2012年）の第２章及び巻末に掲載した各参考文献等を参照。
58）米斎は、「米僊の生涯」の中で、米僊がパリ滞在中に「日本風俗の年中行事の絵巻を作し、是れをパリーのミューゼー・

ギメーに寄附して賞牌を授与された」とのエピソードを紹介している。この作品は、現地で米僊が描いたため日本人
で知る者は少ないが、「父の大作の一つ」であり、米斎は明治32年にパリに赴いた際に、実際にこの作品を見ることが
叶った、としている（29頁）が、筆者は現時点ではその所在を確認できずにいる。

59）『京都日報』第136号（京都日報社　明治22年８月21日）
60）米僊は、自身の無事の帰京が伝えられた８月22日付の『京都日報』紙面第四面に、次のような帰国御礼の広告を出

稿している。
　　拙者久シク欧洲漫遊中ノ處昨二十一日帰京致シ候間此段辱知諸君ニ告グ
　　　不在中御訪問被下且ツ帰京ノ節御出迎被下候諸君ニ乍略儀新紙ヲ以テ鳴謝ス
　　八月廿ニ日
　　久保田米僊
　　尚、このような広告は、当時としては特に珍しくなく、海外渡航の出発、帰国の際には、知人等に広く知らせる手

段として一般的に利用されていた。まだまだ海外渡航は「命がけ」の時代で、一個人の人生においては大イベントだっ
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た、という証左でもあろう。
61）前註25）澤論文によると、本船はAnadyr号と称し、2900馬力で1887年から1889年までの就航。また、米僊はここで
「ミスジリ」会社と表記しているが、これはMessageries Maritimes、つまりフランス郵船会社のことである。

62）前註25）澤論文によると、本船はOxus号と称し、2900馬力で1879年に造船され、1887年から1895年までの就航記録
がある。５月26日に横浜港を出航、アデンでの遭難後、７月22日にマルセイユに到着した。

63）米僊が後に著わした『画談』に林忠正が序文を寄せていることからも、アデンでの出会いの後も交流があったこと
が伺われる。林はこの序文において、「楼上より黒艦を顧れば、今や全く沈没に瀕し、漸く艦躰の半を現はす。時に遭
難者の一人、悠々モートブック（ママ）を出し、傾斜の状を写すものあり。是れ即ち久保田米僊君にして、佛国漫遊の帰
途なりき」と、アデン港での米僊との出会いを語り、「亜丁の旧事を追懐し、君の励精卓絶、頗る後進の模範たる可き
を想ひ、記して以て其責を塞く」と締めくくっている。遭難という大事にあったなかでも、描くことに貪欲であった
米僊の姿を強く記憶したのだろう。

64）「自伝」227頁
65）「自伝」227頁
66）一方、海外に渡った日本人娼婦についても、サイゴンでの実情として、「日
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）」（記９）と、憤慨をこめて伝えている。明治初期以降における東南アジアでの日本人娼婦の実態につ
いては、矢野暢『「南進」の系譜』（中公新書412　中央公論社　1975年）等に詳しい。

67）吉見俊哉前註41）前掲書
68）前註33）前掲書
69）前註31）前掲書、参照
70）『報告書』には、オランダの出展を紹介する箇所でこのジャワの展示場について「アンヴアリイドノ一小区ニ和蘭領

印度爪哇ノ村落ヲ其儘ニ出シ土民ヲ茲ニ居住セシメ職工ハ各従業セシメタリ又一演舞場ヲモ設ケテ以テ衆庶ノ観覧ニ
供シタリ」と紹介している。（174頁）

71）安田香「1889年パリ万国博覧会におけるジャワの舞踊と音楽について」『東アジア研究』36巻４号（1999年３月）所
収。本論文は、この時のジャワの舞踊と音楽について、フランスやオランダ、インドネシア等の関係各所の現地調査
に基づいた詳細な研究成果である。

72）安田の詳細な調査によっても、この男女の舞踊がどのような内容であったか、具体的な資料は得られなかった、と
しているが、後年の回顧談であるとはいえ、画家である米僊が眼に焼き付けた舞台の様子は、この時の踊りの様子を
今に伝える貴重な証言であろう。

73）吉見俊哉は、「たとえば、セネガル人集落の場合、八家族は、ブルブ族、ゴロフ族、バンバラ族という、それぞれ文
化的伝統の異なる部族の出身者で構成されており、同じ「集落」の者同士でも互いに言葉を通じさせることができなかっ
たという。それにもかかわらず、彼らは単一の「未開人」として、本当は自分たちに馴染みのない儀礼やふるまいを
観客の前で演じることを強いられたのである」と指摘している。彼らは一ヶ月もすると、観客が彼らに何を求めてい
るかを察知し、それに応じて「演技」することを身につけた、としている。吉見は、89年のパリ万博での植民地展示は、「非
西欧社会」を「社会進化論的な階梯」の中で「未開社会」と位置づけ、その展示を国家自らが担っていた、という点で、
それまでの万博で行われたいわゆる「見世物」としての展示とは質的に異なっていた、としたうえで、「エッフェル塔
が高らかに謳いあげる鉄と電気の「文明」と、その眼下に広がる植民地集落で飼い馴らされていく「未開」の世界が、ちょ
うど博覧会の二つの焦点として呈示されていた」このパリ万博は、「「未開」から「文明」への社会進化論的なヒエラルキー
が」「下から上へという垂直方向に空間化されていたと考えられなくもない」と指摘している。（吉見前註41）前掲書
185 ～ 186頁。）

74）井上勲は、日記を規定する条件として、「一日を対象の単位として、日をつらねて書き付けられた記録の集積が日記
である。なにも書かれなかった日があったとしても、ある程度の期間にわたって書きつづけられていれば日記である。」
と述べている。これに照らせば、横浜の出航から帰国まで、ほぼ時系列で記された米僊の画報は、日記の範疇に入る
ものと言えるだろう。（井上勲「幕末・明治前期の日記」10頁『日記に読む近代日本　１　幕末・明治前期』　井上勲
編　吉川弘文館　2012年）所収

75）橋本順光前掲書　序章「欧州航路の文学――船の自国化と紀行の自国語化――」24頁。米僊が熱心に訪れた「花園」も、
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いわば「征服者」である側が選抜し、珍しい動植物の標本として集めてきた結果のものであり、自然そのものの姿で
はもちろんなかったのである。米僊の見聞したものも、実はこの作用と同様に、限られた空間で、しかも極めて短い
時間のなかで、得られたものの知見に過ぎず、無意識下に米僊の中にもこうした「副産物」は生まれていたはずである。

76）吉見俊哉前掲書　24頁。
77）エドワード・W・サイード　『オリエンタリズム』上　（平凡社ライブラリー　平凡社　1993年）221 ～ 222頁。

（付記）
　本稿中に引用した資料には、現在では差別的で不適切と思われる表記も含まれている。筆者はもとよりこのような差
別を容認する立場にはないが、原資料が成立した歴史的社会的背景を鑑み、原文のままとした。
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表１　『京都日報』掲載　久保田米僊「渡航画報」一覧

記事
番号 掲載日 号数 記事タイトル セクション 通番

1
通番

2 発信地 発信日 滞在日 滞在地 記事概要 挿絵 挿絵原題
※【　】内は筆者が付した

1 3月24日 9 歐洲渡航画報　第一　在上海　久保田米僊 欧州渡航画報 1 1 上海 1889/3/13

1889/3/10 横浜出発～遠江灘 横浜出航。フランスの郵船会社（Messageries Maritimes）のYangtse号に乗船。
船室別乗船料金。船内の食事について。

有 【ヤンツェ号】

1889/3/11 紀州沖～神戸着 13時神戸碇泊。一泊。
1889/3/12 神戸発～播州沖 13時30分神戸発。終日航行。
1889/3/13 馬関～玄界灘 馬関通過、9時30分より玄界灘。船は激しく揺れる。

2 3月26日 10 歐洲渡航画報　第二　在上海　久保田米僊 欧州渡航画報 2 1 上海 1889/3/14 1889/3/14 上海
長江と海水が混ざり合う黄色の帯について。深夜２時頃上海着予定。上海の記
事は香港より発信。船中の記事は後便で発信予定。船中の「喫煙筥」「掲示所」の
挿絵あり。

有 【掲示所と喫煙箱】

3 3月31日 15 歐洲渡航画報　第三　在上海　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 3 1 上海 1889/3/15 1889/3/15 上海 上海の様子。揚子江両岸の半漁半農の村の風景に比して、上海は壮大な都市で、
一見して東洋の大貿易場。

有 揚子江口砲台之図

4 4月2日 16 歐洲渡航画報　第三　在香港　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 3 2 香港 1889/3/18 1889/3/18 香港 ３月16日10時上海発、18日午後7時香港着、そのまま船中で一泊。香港の山並み
と市街の夜景について。市街の景況については、翌19日上陸後に記す。

有 香港入口連島広東地方の山の
図　船中記

5 4月3日 17 歐洲渡航画報　第三續　在香港　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 3 3 香港 1889/3/15 上海
滬城（上海城隍廟）、西園（豫園）など、上海の名所巡り。渡航前と比べ現実の中国
に失望。ただし「わずかに上海のごく一部を観たに過ぎないので、全体を評すべ
きではない」と冷静な視点を持つ。居留地の花園も見学。

有 【滬城（上海城隍廟）】

6 4月5日 18 歐洲渡航画報　第三續　在香港　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 3 4 香港 1889/3/15 上海
九香園で演劇（京劇）を鑑賞。例によって不潔ではあるが、見るべきものもまた
有り。演目は「水滸伝」の逸話を描いたもので、日本の歌舞伎や能・狂言とも共
通点もあるが、全体として技芸は稚拙、衣装も粗悪。

有 【二人の京劇俳優の図】

7 4月10日 22 歐洲渡航画報　第四　在柴棍　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 4 1 サイゴン 1889/3/19 1889/3/19 香港 午前上陸。花園（現在の香港動植物園か？）見物。珍しい熱帯植物の種類の多さ
に感嘆。ペリカンを見る。

有 【ペリカンの図】

8 4月11日 23 歐洲渡航画報　第四續　在柴棍　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 4 2 サイゴン 1889/3/19 香港

花園の隣から山頂に行くケーブルカー（現・ピークトラム　1888年創業）有り。
夜、香港の日本人貿易商、日下部氏を訪問。中国の美術の趨勢について話題とな
る。ヨーロッパの陰影表現の影響を受けていることについて、米僊憂慮。暑さは
日に増し、アイスクリームを食す。片言まじりの外国語も少し通じるようにな
り、船中の生活にも寂しさを感じなくなってきた。

有 山頂昇降車之図

9 4月20日 31 歐洲渡航画報　第五　新嘉坡航海中　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 5 1 シンガポール航海中 1889/3/23 1889/3/23 サイゴン 午前10時サイゴン埠頭碇泊。現地人の家屋や衣服について詳述。日本からの出
稼ぎの娼婦について苦言。

有 【サイゴンの河を行く船】

10 4月21日 32 歐洲渡航画報　第五續　新嘉坡航海中　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 5 2 シンガポール航海中 1889/3/24 1889/3/24 サイゴン発 サイゴンの動植物の珍しさを熱弁。停泊時間の短さを恨む。欧州帝国主義国家
による植民地化の実態に触れさらに憤慨。

有 巡査　兵隊　書生　賎民　
婦人

11 4月30日 39 歐洲渡航画報　第六　於印度コロンボ　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 6 1 インド・コロンボ 1889/3/26 1889/3/26 シンガポール 明方シンガポール埠頭碇泊。午前7時30分馬車で市街へ。友人・疋田氏の雑貨店
訪問。國井氏に面会。疋田氏の案内で市街見物。熱帯地方の植物に感嘆。

有 〔新嘉坡〕花園入口

12 5月1日 40 歐洲渡航画報　第六續　在印度コロンボ　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 6 2 インド・コロンボ 1889/3/26 シンガポール

午後４時抜錨。シンガポールの現地人の風俗には特に関心があったようで、多
くの民族が混在していることを述べている。ジャワ島の舞踊団がここで乗船
し、逆に神戸から乗船してきた日本人がシドニーでの真珠採りの出稼ぎに行く
ため、ここで乗り換えた。彼ら下層労働者の実態について詳述。

有 馬来由人　キレン人　爪哇芸
妓

13 5月12日 50 歐洲渡航画報　第七報　在亞丁　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 7 1 アデン 1889/3/31 1889/3/31 コロンボ 明方コロンボ碇泊。セイロンの寺院を訪問したかったが、波が強くゴールに寄
港できず断念。上陸を勧める現地人の船が珍しく、描く。

有 【現地人の小船の図】

14 5月15日 52 歐洲渡航画報　第七續　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 7 2 アデン 1889/3/31 コロンボ 午前8時上陸。馬車を借りて市内見物。現地人の風俗に言及。「岡の上の某寺」見
物の様子。花園はあったが行けずに残念。

有 【コロンボ市街の様子】

15 5月16日 53 歐洲渡航画報　第七報續　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 7 3 アデン 1889/3/31 コロンボ 現地の牛車と日本の御所車を比較。午後船に戻り昼食。 有 【牛車の図】

16 5月19日 56 歐洲渡航画報　第七報續　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 7 4 アデン 1889/3/31 コロンボ 甲板上の土産物売りの様子。蛇遣いについて詳述。午後７時抜錨。フランス官吏
との会話について記述。

有 蛇つかひ

17 5月22日 58 歐洲渡航画報　第八報　在蘇西　　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 8 1 蘇西（スエズ） 1889/4/7
1889/4/6 アデン 午後10時アデン到着。例によって船の周りに現地人の船が集まる。 有 亜丁湾之景
1889/4/7 アデン 停泊時間数十分につき、上陸できず。午前７時出港。

18 5月23日 59 歐洲渡航画報　第八報　在蘇西　　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 8 2 蘇西（スエズ） 1889/4/7 船中 現地人の風俗について詳述。出発の前の甲板上での土産物売りの様子。 有 土人駝鳥卵及羽毛ヲ売ニ来ル
者

19 5月24日 60 歐洲渡航画報　第八報　在蘇西　　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 8 3 蘇西（スエズ） 船中
駝鳥の卵・羽根売り、両替商の図について。飛魚多数。オランダ人「コレースド
フリス」氏に請われ船中で絵を教える。（『歌舞伎』では、「ペレイ」氏⇒パリ博で
再会、ジャワの踊り子の統括者）

有 【両替商の図】

20 5月26日 62 歐洲渡航画報　第八報（其四）　在蘇西　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 8 4 蘇西（スエズ） 1889/4/10 スエズに向かう船中 現地の子供による、海中での銭乞の様子。船中での余興などについて詳述。 有 土人の児童銭ヲ乞
21 6月18日 81 巴黎隨見錄　第一報　在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 1 1 パリ 1889/5/6 1889/5/6 パリ パリ博覧会の開場式典や、万博開催に沸くパリ市街の様子。
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記事
番号 掲載日 号数 記事タイトル セクション 通番

1
通番

2 発信地 発信日 滞在日 滞在地 記事概要 挿絵 挿絵原題
※【　】内は筆者が付した

22 6月19日 82 歐洲渡航画報　第九報（其一）在巴里　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 9 1 パリ 1889/4/11 1889/4/11 スエズ 午前11時30分スエズ着。投錨２時間のため上陸せず。甲板上の土産売りの様子。
スエズ運河航行。

有 蘇土運河

23 6月19日 82 巴黎隨見錄　第一報（承前）在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 1 2 パリ 1889/5/6 パリ パリ博覧会速報の第二報。（５月６日オープン）

24 6月20日 83 歐洲渡航画報　第九報（其二）在巴里　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 9 2 パリ 1889/4/12 1889/4/12 エジプト・ポートサイド 午後ポートサイド着。現地人の衣服につき詳述。日本雑貨店、記念写真館等観光
客向け商店の記述あり。夜、抜錨。

有 【ポートサイドの男女の風俗】

25 1889/6/21 84 歐洲渡航画報　第九報（其三）在巴里　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 9 3 パリ 1889/4/17
1889/4/13 アレキサンドリア港 明方、アレキサンドリア着。碇泊2時間、上陸できず。 有 コルシカ島

1889/4/17 イタリア海峡通過 午前２時、イタリア海峡、シシリー、コルシカ島通過。夜になり、乗客のイタリア
人が狂乱し海に飛び込む。船を止めて捜索、発見に到らず。

26 6月22日 85 歐洲渡航画報　第九報（其三）在巴里　　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 9 3 パリ 1889/4/19
1889/4/18 マルセイユ～アヴィニヨ

ン～リヨン

マルセイユ明方到着、上陸し午後2時の汽車で出発。アヴィニヨン通過し、午後
10時リヨン着。ホテルシラン泊。※ヨーロッパ上陸最初の場所だが、滞在時間短
く、多くの印象を記すほどではなかったか。

有 馬耳塞埠頭

1889/4/19 リヨン 「バアクノ」祭日（復活祭前の精進日）。フランスでの「精進食」であれば、日本人
は常に精進していることになる、と記す。

27 6月25日 87 歐洲渡航画報　第九報（其三續）在巴里　社友　久保田米僊 欧州渡航画報 9 4 パリ 1889/4/21
1889/4/19 リヨン

リヨン市街をつぶさに見学。建築中のノートルダム大聖堂（フルヴィエール）、
劇場、博物館について言及。途中立ち寄った絵画展で、新印象派の点描画を鑑
賞。感想を記す。

1889/4/21 リヨン～ジジョン～フォ
ンテーヌブロー～パリ

８時30分リヨン発、ジジョン、フォンテーヌブローを経由し、夜11時パリ着。 
渡航画報はここで終了、以後、巴里隨見録に引き継ぐ。

28 7月12日 102 隨見錄　第二報　在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 2 1 パリ 1889/4/22 パリ パリ万博の会場の概要。
29 7月13日 103 隨見錄　第二報（承前）在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 2 2 パリ 1889/4/22 パリ 日本陳列会場について、詳述。日本の工芸品について、かなり辛口な評価。

30 7月14日 104 隨見錄　第二報（承前）在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 2 3 パリ 1889/5/22 パリ
博覧会の資金集めで行われた宝くじについて言及。時事新報社の記者・高橋義
雄がイギリスよりパリ入り。５月20日、米僊に同行し、ギメの東洋博物館を見
学。日本の工芸家はもっと絵画を探究すべし、と苦言。

31 7月26日 114 巴里隨見錄　第三報（其一）在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 3 1 パリ 1889/6/1 1889/6/1 パリ シャルダン大公園で行われた「花合戦」の様子。 有 仏蘭西万国大博覧会全図

32 7月27日 115 巴里隨見錄　第三報（其二）在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 3 2 パリ 1889/6/9
1889/6/3 パリ 藤田茂吉と同行し、英国会場の日本村を見学。自分たちも見世物になったよう

で不快。
有 仏蘭西万国博覧会場日本列品

館之図
1889/6/8 パリ ハンサシ大練兵場で「運動体操会」開催。
1889/6/9 パリ エッフェル塔、エッフェルについて言及。

33 8月1日 119 巴里隨見錄　第四報（其一）在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 4 1 パリ パリ 各国出品物について詳細を報告。
34 8月2日 120 巴里隨見錄　第四報（其二）在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 4 2 パリ パリ 西洋美術と東洋美術について、比較検証

35 8月9日 126 巴里隨見錄　第四報（其三）在巴里　　社友　久保田米僊 巴里隨見録 4 3 パリ 1889/6/16 1889/6/16 パリ
大蔵卿夫人、マダム・メナール・ドリアンより夜会に招待。席上、日本画の揮毫
を行う。羽織袴で出席し、喝采を受ける。パリで日本人が道に迷った滑稽話を紹
介。

36 8月24日 139 遭難記事　久保田米僊 遭難記事 1 1 帰国後 1889/7/12 1889/6/28

パリ出発
29日マルセイユ着一泊
30日午後４時アナジリ号
出発
７月12日明方事故発生

急遽の帰国のため、パリを出発、その後アデン港で、乗船していた船が遭難し、
沈没した経緯を詳述。林忠正らの救助を受けた様子も記す。

有 【アナジリ号沈没の図】

37 8月25日 140 遭難記事　久保田米僊 遭難記事 2 1 帰国後 1889/7/12 アデン
林忠正らの救助を受けた後、アデンに上陸し、代替船を待つ間の出来事につい
て。事故船の所有会社の対応は丁寧で好感をもった、と記している。パリに向か
う林らをここで見送る。

38 8月27日 141 遭難記事（承前）　久保田米僊 遭難記事 3 1 帰国後 1889/7/17 1889/7/17 アデン出発 滞在中のアデンの様子や、現地民の生活習慣等について記述。代替船の英国船
に乗船し、出発。

有 亜丁港男女〔水〕嚢土瓶に水を
淹遠キニ運フ図

39 9月4日 148 巴里隨見錄　久保田米僊 巴里隨見録 5 1 帰国後 帰国後 美術館に展示してある油絵等の絵画や、フランス、イタリア、英国等、各国の展
示について論評。

有 亜丁市街煙所庵ニ土人喫煙ス
ル図

40 9月26日 166 歸航畫報　一則　久保田米僊 帰航画報 1 1 帰国後 コロンボ

帰国途中に寄港した崑崙の様子について。この港は西欧から、東洋南洋諸島に
向かう中継地となるとことなので、各国の船舶が多く寄港し、帆柱が林のごと
く立ち並んでいるような一大港であり、日本語を理解する現地民が若干存在す
る、と報告。

有 崑崙埠頭潮勢大観

41 10月5日 174 巴里隨見錄　久保田米僊 巴里隨見録 6 1 帰国後 帰国後 エッフェル塔について詳述。 有 仏国万国博覧会高塔頂上之図

42 10月24日 189 巴里隨見錄　久保田米僊 巴里隨見録 7 1 帰国後 帰国後 博覧会場中の一奇観として、エジプトの出品館を紹介。演劇場についても言及。 有 仏蘭西万国博覧会場埃及売品
居之図
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【記１挿絵】【ヤンツェ号】

【記２挿絵】【掲示所と喫煙箱】

【記３挿絵】揚子江口砲台之図

【記４挿絵】香港入口連島広東地方の山の図

【記５挿絵】【滬城（上海城隍廟）】

【記６挿絵】【二人の京劇俳優の図】

【記７挿絵】【ペリカンの図】

「渡航画報」挿絵一覧
図版提供：東京大学大学院法学部政治学研究科附属近代日本法政史料センター明治新聞雑誌文庫



― 72 ―

東京都江戸東京博物館紀要　第９号（2019）

【記８挿絵】山頂昇降車之図

【記９挿絵】【サイゴンの河を行く船】

【記10挿絵】巡査　兵隊　書生　賎民　婦人

【記11挿絵】〔新嘉坡〕花園入口

【記12挿絵】馬来由人　キレン人　爪哇芸妓

【記14挿絵】【コロンボ市街の様子】

【記13挿絵】【現地人の小船の図】
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【記15挿絵】【牛車の図】

【記16挿絵】蛇つかひ 【記18挿絵】
土人駝鳥卵及羽毛ヲ売ニ来ル者

【記19挿絵】【両替商の図】

【記17挿絵】亜丁湾之景
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東京都江戸東京博物館紀要　第９号（2019）

【記20挿絵】土人の児童銭ヲ乞

【記22挿絵】蘇土運河

【記24挿絵】【ポートサイドの男女の風俗】

【記25挿絵】コルシカ島

【記26絵】馬耳塞埠頭
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【記32挿絵】仏蘭西万国博覧会場日本列品館之図

【記31挿絵】仏蘭西万国大博覧会全図
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東京都江戸東京博物館紀要　第９号（2019）

【記36挿絵】【アナジリ号沈没の図】

【記40挿絵】崑崙埠頭潮勢大観

【記38挿絵】�亜丁港男女〔水〕嚢土瓶に水を淹遠キ
ニ運フ図

【記39挿絵】�亜丁市街煙所庵ニ士人喫煙スル図
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【記42挿絵】
仏蘭西万国博覧会場埃及売品居之図

【記41挿絵】
仏国万国博覧会高塔頂上之図




